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  初版への序言


  



  この小冊子の内容は大部分、大会のメッセージ集として与えられました。出版するとき、口語調やその場の調子は変えていません。神はしばしば、キリストのからだである教会のいのちと証しにとって中心的な基本的事柄に、特別な重点を置かれます。その事柄は失われる危機に瀕しているものです。これをなす彼の方法は、時として、ある人々の上に御手を置き、彼らを深淵に連れて行く、というものです。そこでは、彼らのいのちと務めにとって、神が与えてくださる啓示だけが唯一の希望です。こうして、彼らは証しを委ねられるようになります。この証しは特別な務めを生み出します。その務めはキリストのからだに対してであり、キリストのからだにおいてであり、キリストのからだを通してです。そのような務めのために、神は伝達手段や器を生み出したり、起こしたりされるかもしれませんが、大事なのはただ務めだけであって、「運動」、宗派、組織ではありません。個人的権益が排除されるよう、神は配慮されます。そして、人や手段を重んじようとする傾向のいかなる兆しも、すみやかに神の不興を被って阻止されることになります。このように深遠な方法で「大きな代価を払って、この自由が買い取られた」結果、人に属する者ではなく神に属する者にされます。ですから幸いなことに、神の御旨の実現に関する思いわずらいから全く解放されます。これがここで述べている「証し」の性質です。御言葉によるこの啓示が印刷物の形で解き放たれています。これは宣伝や何らかの「運動」を利するためではなく――もし神が用いてくださるなら――「永遠の御旨」に仕えるためであり、ほふられた小羊のために彼の苦しみの実を勝ち取るためです。「それは万物の中で彼が第一となるためです」。


  



  Ｔ．Ａ．Ｓ．

  "Dieulefit"

  フォレスト・ヒル、ロンドン

  一九二〇年代末より



  



  一九四八年版への序言


  



  「十字架の中心性と普遍性」は、「証し人と証し」誌関係で出版された最初の本でした。その内容は大会の一連のメッセージの中で与えられ、口語体で出版されました。第一版が尽きてから何年もたっており、再版の要望がたくさんあります。この今の版は、口語体の繰り返しを省くために書き直されました。


  このメッセージが最初に出版された時、主は特定の点を非常に強く強調しておられました。その点とは、十字架のいっそう豊かな意味です。私たちはこの基本的な点から決して離れたことがありませんが、年がたつにつれて、私たちはその上部構造と全体的帰結に導かれてきました。こうして、正しい霊的順序として、教会のいっそう豊かな意義が続きました。なぜなら、宮は祭壇によるからです。私たちは依然として、主が御旨を達成されるためのこの手段――すなわち十字架と教会――の完全な本質的意義を強調しています。しかし同時に、私たちは常に神の導きと取り扱いの過程の中にあり、現在はキリストの豊富と御子に関する神の永遠の御旨を最高に強調するに至っています。これは包括的なものですが、私たちは前進し続けてこの豊かさの意味をますます見るようになると信じます。十字架が基本的な地位にとどまって働き続け、死をもたらすあらゆるものから、神聖な事柄を律法的に適用することからさえも道を清く保つとき、これまで私たちが見てきたものを上回るものが必ず示されるでしょう。


  どうか、この務めの弓が力を持ち続けますように。そしてそれにより、さらに多くの人が、キリストの豊満の身の丈の度量というあの目的に向かうよう、助けを受けますように。


  



  ロンドン　一九四八年　Ｔ．Ａ．Ｓ．


  



  はじめに


  



  聖書は――それを遠くから全体として見るなら――私たちに宇宙の二つの展望を与えます。第一に、永遠の観点、神の永遠の御旨の観点があります。この観点から見ると、宇宙はキリスト中心（Christo-centric）です。第二に、罪の侵入とその結果全体の観点があります。この観点から見ると、宇宙は贖い中心（Redempto-centric）です。前者は、神の子であり人の子であるイエス・キリストの途方もない意義を示します。後者は、イエス・キリスト、十字架につけられた方――言い換えると十字架――の凄まじい栄光に満ちた意味を示します。私たちがいま関わっているのはこの二番目であり、これは大きな車輪の内側の車輪のようです。大きな車輪は他方の車輪に全く依存するようになっています。ですから、十字架は永遠から永遠まで、神の普遍的御旨のあらゆる意義と共に飾られるようになります。


  不均衡な強調に関する誤解を解くために、はっきりと言うことにしましょう。旧約と新約両方の神の御言葉全体の啓示によると、十字架は今やすべての基礎です。あなたたちの前にある図（挿し絵を見てください）は、スポークと外枠を持つ一つの車輪を示しています。輪の中に輪がありますが、全体の中心は主イエスの十字架です。十字架はスポークの一つではありません。十字架は教えの系統の一つではありません。そうではなく、十字架の中にすべてが集約されており、十字架がすべてを可能ならしめるのです。主イエスの十字架のための、また主イエスの十字架における、神の立場と神の意味をとらえそこなうなら、あなたはバランスを崩すことになります。あなたは断片的になり、展望を失い、視野狭窄に陥ります。真理全体を正しく調整し、規定し、均衡させるには、十字架をまさにその中心に置かなければなりません。そして、全体が十字架に対して持つ関係、また十字架が全体に対して持つ関係を見なければなりません。


  あえて言いましょう。神の永遠の御旨に関する神の御言葉の中には、主イエスの十字架によって支配されていない主題は一つもありません。日々の実際生活のごく小さな事柄においても、十字架がそのあるべき所になければなりません。そして、ありふれた事柄から十字架の適用を開始して、その適用範囲を絶えず広げていかなければなりません。


  もちろん、「十字架」という句はキリストの磔殺を意味するだけでなく、死、葬り、復活、御座への昇天、天でキリストにあって私たちに与えられている主権的関係をも意味します。すべては十字架によります。私たちは決して、御座をその中央の「ほふられたばかりのような」小羊とは別に見ることはありません。すべてが「イエス・キリスト、十字架につけられた方」という句に集約されています。「十字架」が言及される時、それは「十字架につけられたキリスト」とそれが含むすべてのことを意味します。


  ですから、次のことをはっきりと認識しましょう。十字架は、教えの特別な一系統や、真理の一部門や、強調しすぎてバランスを崩してしまった独立した一メッセージではなく、すべてを包括し、すべてを解き明かす、宇宙の中心なのです。十字架は車輪の中心です。すべてのスポークは十字架から発し、十字架に向かいます。この動きは、神の手段や活動という明確に規定された輪によってであり、宇宙の果てまで及びます。天を超えたところ、「あらゆるものを遙かに超えた」天にも、依然として十字架があります。あなたは決して十字架の圏外に出ることはありません。


  十字架は真理の一つの面ではなく、今やあらゆる真理の中心です――その基礎、その帰結、すべてを解き明かすものです。これを述べたので、私たちは先に進んで、キリストに関する啓示の四つの大きな系統に関連して、これがどのようにしてそうなのかを見ることにします。この四本の「スポーク」は中心から発して、絶えず中心に戻ってきます。その四本のスポークとは以下のものです。


  
    １．キリストのパースン

    ２．聖霊

    ３．こんなにも偉大な救い

    ４．主の再来

  


  



  



  第１章 十字架とキリストのパースン


  



  十字架を離れるなら、私たちの主のパースンを真に知ることも、真に理解することもできません。これを認識することが重要です。その影響は遙か遠くまで及び、重大な結果をもたらします。また、次のことを認識するのも同じように重要です。すなわち、十字架を真に理解して適切に評価できるのは、ただキリストのパースンを認識するときだけです。この二つは手を取り合って働き、互いに依存しています。


  



  イエスはどのような御方か


  



  彼が地上に生きておられたとき、弟子たちや人々は十字架抜きのキリストを望んでいました。彼らには十字架の余地がありませんでした。十字架は彼らの希望や期待に全く反しました。彼が十字架に言及されるときはいつも、暗い影が彼らの上に忍び寄り、彼らはつまずきました。実に、彼らはその思想や示唆に対してとても積極的に反抗したのです。


  他方、このように十字架の意味や価値を認められなかったことと平行しているのは次のことです。すなわち、彼は神の子としてのご自身の本質的パースンに絶えず言及しておられたのに、彼らは彼を全く認識できなかったのです。過ぎ去ってゆく閃光の中で彼らの中の一、二名が彼をそのような御方として見ましたが、その後の彼らの振る舞いを見ると、彼らはその理解を失い、曖昧さというもや雲が彼らを再び包み込んでしまったようです。彼が十字架につけられた時の彼らの様子や有様を見ると、彼のパースンの実際が彼らの内奥のいのちを満たしていなかったことがわかります。しかし興味深く意義深いことに、十字架が実際に達成された事実となる時、この二重の不能は取り去られるであろうことを、主は常に指摘してこられました。ヨハネによる福音書の八章は、その強力な例です。この中で、イエスはご自身のパースンに関する問いにすべてを集約しておられます。


  
    「『わたしは世の光です』（中略）そこでパリサイ人は彼に言った、『あなたは自分について証ししています。あなたの証しは真実ではありません』。イエスは答えて言われた、『（中略）わたしの証しは真実です。なぜなら、わたしは自分がどこから来たのか、またどこへ行くのか知っているからです。しかし、あなたたちは、わたしがどこから来たのか、またどこへ行くのか知りません』。（中略）彼らは言った、『あなたの父はどこにいるのですか？』。イエスは答えられた、『あなたたちは、わたしもわたしの父も知りません。もしあなたたちがわたしを知っていたなら、わたしの父をも知っていたでしょう』。（中略）彼は彼らに言われた、『あなたたちは下からであり、わたしは上からです。あなたたちはこの世に属しており、わたしはこの世に属していません。（中略）』。そこで彼らは彼に言った、『あなたはどなたですか？』。イエスは彼らに言われた、『それはわたしが初めからあなたたちに告げてきたことです』。」（八章十二～二五節）

  


  次に、全体の転換点となる御言葉が来ます。


  
    「そこでイエスは言われた、『あなたたちが人の子を上げてしまった時、あなたたちはわたしがその者であることを知るでしょう』。」（八章二八節）

    （しかし、この章の最後まで読み進んでください）

  


  何か暗示以上のものにより、イエスはニコデモに同じ原則を示されました。ニコデモはキリストのパースンに関して、暗闇の中を手探りしていました。「私たちはあなたが神から来た教師であることを知っています……」。イエスは、「見る」には新しい器官を得させる何かが起きなければならないことを指摘されました。新生が必要です。次に彼は、八章と同じ句を用いて、ニコデモを十字架に導きました。「モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければなりません」（ヨハネによる福音書三章十四節）。示されている法則は、イエスがどのような御方かを明らかにするのは十字架である、ということです。


  



  キリストにより人のために獲得された神との合一


  



  いま述べたことの中に、キリストの意義のまさに本質があります。簡単にその本質的内容を見ましょう。聖書全体の啓示において、キリストが第一に表しているものは何でしょう？その答えは神との合一です。


  これこそ、罪深い被造物となって以来、人が求めてきたものです。無数の方法で、多くの手段により、人は神との合一によってのみ得られる、あの平安と安息を求めてきました。いずこかの場所で、何らかの方法により（聖書は私たちに示しています）、神との交わりは失われました。三つのものが、この関係断絶の永続的かつ恒常的なしるしとなりました。第一は嘘、第二は敵意、第三は死です。


  



  堕落の結果


  



  （ａ）信じられた嘘


  



  人は嘘を信じて受け入れました。それだけでなく、嘘が人の構成中に入り込み、人は欺かれて暗くされました。人は真理を知りません。人は真理を知ることも、真理を体現することもできません。「心はよろずのものよりも偽るもので、はなはだしく堕落している。誰がそれを知ることができよう？」（エレミヤ書十七章九節）。「神が据えた道とは逆の道を行き、神から独立して理性を用いる権利を持つなら、あなたは『神のように』なるでしょう」と人は告げられました。人はこの嘘を受け入れ、覇権を競い、独立して自分の理性を王座に上げました。そして、この嘘に引き渡されました。その結果、人は途方もない業績を挙げてきましたし、今も挙げています。この業績により、人は自らの権利（と思っているもの）によって支配者になりましたが、「破壊と苦痛が科学の結果であり、それはますます酷くなりつつある」という事実に対して盲目になりました。そのため、「科学は呪いに勝る恩恵をもたらしているのか？」という問いが、これを問う立場にある人々から真剣に提起されてきました。


  失業とそれに伴う多くの不幸や問題はすべて科学のせいである、ということを思い出す必要があります。科学は機械をもって人に代え、大量生産をもって人の技術に代えました。科学はまた、その威力のゆえに、同じように重大な責任があります。科学は一世代前なら考えられもしなかったほどの規模で人類と地球を滅ぼす威力を持っています。今の調子でこの道を進み続けたら、数世代後に世界はどうなっているでしょう？もちろん、必ずしも科学自体が悪だというわけではありません。クロロホルム、ラジウム、防腐剤などのように、とても役に立つ便利なものがたくさんあります。しかし、ここで言いたいのはこういうことです。すなわち、実際のところ、知的進歩に見合うだけの道徳的進歩が全くないのに、人は自分が常に進歩していると信じ込んでいるのです。


  この問題は少しも考慮されていません。しかしこの単純な示唆から、人類は虎の形をした嘘の上に乗っていることが確かにわかります。この虎は人類をバラバラに引き裂くでしょう*。しかし、この嘘の力は人がその嘘を見抜いていない点にあります。人は盲目であり、嘘の性質や源に関して暗闇の中にあります。これは全く、神に対する悪魔の悪意です。


  
    * 章末のノートを参照

  


  



  （ｂ）確立された敵意


  



  敵意の問題についても同じことが言えます。個人的関心や自己実現と、戦争や流血とは、決して遠く隔たっていません。聖書を読むと、個人的栄光に対するアダムの欲求とカインの兄弟殺しとの間には、さほど時間的隔たりはありません。この二つは原則的に一つです。最初と同じく個人の場合であれ、あるいは数百万の人々が互いに激しく滅ぼしあう場合であれ、その源は人の獲得欲であることがわかります。カインという名は獲得または所有を意味します。私たちはこれに関して全く正直でなければなりません。クリスチャン教会もこの法則の例外ではありません。クリスチャンたちは数千の派に分裂してしまいました。そして、非常に多くの人が互いに敵対していますし、少なくとも、互いによそよそしい不審の念を抱いています。新約聖書の中でさえ、信者同士の敵意について述べられています。これは常に悪魔の働きですが、悪魔ですら自分の地歩を持つ必要があります。悪魔はこの地歩を人の旧創造の性質中に持っています。主の民の間の分裂はみな――本質的に――神なき争いの世の敵意と同じです。それは示威的な自己という旧創造の要素まで辿ることができます。クリスチャンの間の真にキリスト的な分裂というものはこれまでありませんでしたし、これからもないでしょう。このような分裂はみな、キリストを否定するものであり、キリストに反するものです。その原因は燃え立つ肉ではないように見えるかもしれませんが、それにもかかわらず、それはキリストの道とは別のものです。敵意は、妨げられ、阻まれ、破られた、神との合一のしるしです。しばしの間、私たちはこれを後にすることにします。


  



  （ｃ）死


  



  この破られた神との合一の三番目の特徴は死です。もし人の生活が完全に神と合致し、調和しているなら、人はいのちを得ます。新約聖書はこれを前提としており、その論証はしていません。死は――聖書的意味によると――存在の停止でも、動かない状態でもありません。死は真のいのちの源からの分離にほかなりません。死には、この分離が包含するいっさいの能力の喪失を伴います。霊的な死は力強く働いているものであり、神の御旨と真に関係があるものを全く「不可能（cannot）」にします。


  神の計画と御旨をすべて実現し、彼の意図どおりに被造物を構成するには、神ご自身の神聖な非受造のいのちが必要です。人はもともとこのいのちを持っていません。ヒューマニズムは最も狡猾で人気のある――そして最も恐ろしい――悪魔の嘘の形です。ですから、ありのままの人間は神の王国を見ることはできません。神との合一は、神のいのちを得ることです。この備えは新生によって分与されます。こうして私たちは、キリストのパースンと十字架の両方に導かれます。


  



  キリストにある新しい人性


  



  光で照らされている神の民ですら、探求を試みるにはあまりにも深遠で、あまりにも危険な深みがまだ残っています。しかし結論として明らかな一つの点は次のことです。すなわち、受肉は神の御旨である神と人、人と神の合一を表しているのです。受肉において、神はご自身を人と結合されます。しかし、罪深い人や私たちの堕落した人性との結合ではありません。これをよく理解しましょう。神は体――「あの聖なるもの」（ヘブル人への手紙十章五節、ルカによる福音書一章三五節）――を用意されました。キリストがこの世に来られた時、彼と共に一つの人性が到来しました。その人性は――人性である一方で――他のすべての人性とは異なっていました。ですから、二つの人性がありました。一つはこの唯一のパースンの人性であり、もう一つは他のすべての人の人性です。しかしそうはいっても、彼の人性は暫定的なものにすぎませんでした。彼の肉体の活動原理は血だったため、彼は疲労、飢え、渇きにさらされました。そしてそれゆえ、死ぬことも朽ち果てることも可能でした。彼が死んでも朽ち果てなかったのは、神の主権的介入と彼の性質の道徳的完全性――聖潔――によりました。「あなたの聖なる者が朽ち果てるのを、あなたはお許しになりません」（詩篇十六篇十節）。キリストのこの暫定的な状態は、彼の贖いの使命と完全に関係がありました。贖いが成就された時、彼は依然として人の体を持っておられましたが、その体はもはや血の原理や生命基盤によって動かされていませんでした。今や、その体は――依然として体ですが――「霊の体」であり、したがって栄化された体です。私たちはキリストの復活以前の地的な体の様にではなく、「彼の栄光の体の様に」あるいは「栄光の体」に同形化されます。*


  
    * 上で述べたことがキリストの「朽ちることのない血」に関する疑問を引き起こすおそれがあることを、私は自覚しています。しかし、私が言っているのは、決して彼の道徳的性質に関する疑問ではなく、彼が――しばらくの間――生命基盤の上に置かれたこと、そしてそれにより彼は肉体的に死ぬことができた、ということです。「朽ち果てる」のはただこの意味においてであり、霊的な意味や道徳的な意味においてではありません。私はまた、腐敗の座について、すなわちそれが血であるのかどうかについて、生理学者たちの議論にまだ決着がついていないことを知っています。しかし、聖書はそれを示していると思います。

  


  キリストにあって神と人は一つになります。しかし、それは私たちとは全く異なる人にあってです。神との合一――これは聖書の主要な啓示であり、新約の中に究極的に啓示されています――が常にキリストによってであり、ただキリストのみによるのは、これが理由です。私たちが復活の生命基盤に達するまで、神との合一は常に彼を信じて立つべき立場であり、私たちの死すべき体の実際の立場ではないでしょう。しかし、これについては後で詳しく述べることにします。キリストにあって神は完全に満足しておられます。それゆえ、神はご自身を彼にお委ねになりました。この合一は完全です。


  



  嘘、敵意、死はキリストにより無効化された


  



  しかしこれが意味すること、あるいは述べていることは次のことです。すなわち、破られた合一の三重の結果としるしは、キリストの中には全くありえず、全く存在しないのです。あるいは別の言い方をすると、キリストは嘘、敵意、死の反対であり、それを消し去る御方なのです。こういうわけで、ヨハネによる福音書が示している、最高に霊的で天的なキリストの啓示は、いのち、光、愛という言葉で述べられています。光と真理は交換可能な言葉です。この記録を見ると、キリストはこれらのものを抽象的観念を超えたものにしておられます。彼はそれらを個人的に体現して、「わたしはいのち、光、愛です」と言われます。彼の中に暗闇、影、嘘、徹底的透明さの欠如はありません。彼の性質の中にも、人々に対する彼の態度や関係の中にも（この世や人の中には悪しかないのに）、敵意、争い、分裂、戦いはありません。彼はいのちの泉から離れておられません。彼は「わたしは復活であり、いのちです」（ヨハネによる福音書十一章二五節）と言うことができます。破られた神との合一の結果をすべて消し去れたのは、彼の中に自己がなかったからです。容易にわかるように、悪魔は多くの手を尽くして努力を傾け、彼を自己に基づいて行動させようとしました。自己利益、自己実現、自己防衛、自己保存、自己憐憫、自己独立、自己能力等々。もし悪魔が少しでもこれに成功していれば、神と人との間に新たなくさびを打ち込んで、贖いの計画全体を打ち破っていたでしょう。しかし最大の代価を払って、また最も激しい試みを通って、完全な自己放棄という純粋な立場が保たれました。この世の君はどうすることもできませんでした。合一は完全なまま残りました。いのち、光、愛が勝利します。なぜなら、自己が完全に否まれているからです。しかし、これはみな彼ご自身に関してであり、これまでのところ彼の独自性に変わりはありません。これがとどまっているとき、そこには彼しかおられません。


  



  キリストの人性の分与――十字架による


  



  そこで、ヨハネによる福音書をさらに進むことにしましょう。ある人が来て、「イエスに見まみえたいのですが」と叫んだ箇所に来ることにします（ヨハネによる福音書十二章二一節）。この問い合わせ、求めに対してイエスは返答されましたが、その返答には二つの意味がありました。第一は、「他の人々のようにここで今わたしを見ても、決してわたしを見たことにはなりません。そのように見ても、理解できないからです」。他方は、「わたしを真に見て知るには、有機的な方法でわたしと一つになることが必要です。すなわち、御父とわたし、わたしと御父が有機的に一つであるように、あなたも内面的にそうならなければならないのです」。ですから、「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし、死ぬなら多くの実を結びます」（ヨハネによる福音書十二章二四節）。「わたしは『一粒のまま』でいるために来たのではありません。わたしが御父と一つであるように、あなたもわたしにあってそうなるためなのです」。しかしここで、私たちはこの御方によって十字架に導かれます。「今、わたしの魂は騒いでいます。わたしは何と言えばいいのでしょう。父よ、わたしをこの時から救ってください。しかし、このためにわたしはこの時に至ったのです」（ヨハネによる福音書十二章二七節）。「『わたしは、地から上げられるなら、すべての人をわたし自身に引き寄せます』。しかし、彼はこう言って、ご自身がどのような死に方で死のうとしているのかを示されたのであった」（三二～三三節）。


  使徒パウロはこの基礎を、包括的かつ啓発的な一つの釈義的文章ですべて網羅しています。その強調点を示すことにします。


  
    「キリストの愛が私たちを取り囲んでいます。なぜなら、私たちはこう判断するからです。一人の人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が（彼にあって）死んだのです。彼がすべての人のために死なれたのは、生きている者が、もはや自分自身にではなく、自分のために死んでよみがえった方に生きるためです。」（コリント人への第二の手紙五章十四、十五節）

  


  ある人は上の文章の一部を、こう自由に訳しました：


  
    「私はキリストの愛を見つめます。彼の死により、彼の死にならって、私たち全員の死がすでに成就されました――この死は、私たちを神から隔てるいっさいのものの死です。」（コリント人への第二の手紙五章十四、十五節）

  


  これが大いに強調して述べているのは次のことです。すなわち、キリストの中でのみ神と人は一緒になれるのであり、そして、そのような御方であるキリストを真に知るには、私たちは実験的方法で十字架に来なければならないのです。私たちは彼の死を自分の死として理解しなければなりません。次に、経験的に――信仰を通して――彼にある復活のいのちを知らなければなりません。復活の命の中に古い自己の命はありません。


  



  十字架によって明らかにされるキリストのパースン


  



  しかし一時の間、私たちは戻らなければなりません。十字架の真の意味は何だったのでしょう？十字架にはどんな効力があったのでしょう？キリストのパースンに関してこれまで述べてきたことは、十字架とは関係なく完全に真実でした。彼にとって十字架は必要ありませんでした。しかし、彼が実際の自分とは違うものにされなければならない時が来ました。私たちを贖うため、罪を知らない御方が私たちの代わりに罪とされなければならなかったのです。その時、彼はサタンの嘘と暗闇の犠牲である人の立場に立たされました。また、彼は私たちの堕落した状態から発する敵意を自らの上に担われました。そして、この深刻な経験により、この代表としての立場により、彼は御父の愛の感覚を失われたのです。しかし、この責任の第三の面――死――が残っていました。一時の間――それは恐ろしい永劫の「時」でした――キリストは彼の神から分離され、神との合一を失いました。「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」（マタイによる福音書二七章四六節）。この神秘は私たちにとってあまりにも深すぎます。しかし、その事実と理由ははっきりしており、間違えようがありません。


  こうして彼は死なれました。「彼は死を味わわれました」――それは恐ろしい死であり、「神から全く分離され、全く見捨てられた」という、はちきれんばかりの生々しい意識、自覚、実感です！しかし、彼ご自身は罪のない神の子でした。そしてそのような者として、彼が死に捕らわれていることはありえませんでした（使徒の働き二章二四節）。あの暗闇の時に彼は罪とされ、その上に激怒が臨みましたが、彼には本質的に罪がなかったので、この激怒を生き延びることができました。彼は死の根拠、死の基礎、死の力、死の創始者を征服し、滅ぼされました。


  
    弱さと敗北により、

    彼は報いと冠を勝ち取られた。

    踏みにじられることにより、

    彼は私たちの敵をすべて足下に踏みにじられた。

    彼は低く地獄の中の地獄に置かれ、

    罪とされることにより、罪を征服された。

    墓に納められて墓を破壊し、

    死により死を滅ぼされた。

  


  これをなすには、一人の人では不十分でした。「神はキリストにあって、この世をご自身と和解させられました」（コリント人への第二の手紙五章十九節）。


  こうして十字架により、神からの分離の原因や性質はすべて滅ぼされました。そして、復活したキリストにあって、この合一は私たちのために完成されました。「ですから今や、キリスト・イエスの中にある者に、罪定めはありません」（ローマ人への手紙八章一節）。


  この罪定めのない完全な神との交わりは、キリストに対する私たちの信仰を通して私たちの内に住まわれる聖霊により実際化されます。この神との交わりを持てるのは、神から分離されていることを悟り、神との交わりを回復することを心から願い、罪がその原因であることを認識して、十字架に来た人だけです。神との交わりは、確かにこのような人の生得権です。こうして、十字架につけられたキリストを救いの創始者また完成者として見るとき、彼が人を超えた者であること、最大の偉人をも超えた者であることを、彼らは発見します。彼らは彼の中に――ただ彼の中にのみ――神が見いだされることを発見します。


  次に、これは他の形でも働きます。タルソのサウロがどう感じたのか、想像できるでしょうか？彼は、「ナザレのイエスは人にすぎず、人々の間の詐欺師にすぎない。彼はペテン師、冒涜者として処刑されたのである」と信じていました。しかし彼は、ダマスコへの路上、この栄光を受けて高く上げられた方が神の永遠の御子であることを見ました。その意味するところが彼の価値観全体を調整して変革するには、アラビアでの一時が必要でした。


  十字架が誰のものだったのかを見る時、十字架はあらゆる人間的考え――「理想のための死」「大義のための英雄的死」といった、キリストの死についての不十分で全く不適切な解釈――を遙かに超えたものであることがわかります。


  「あなたたちはいのちの君を殺しました」（使徒の働き三章十五節）が、使徒たちがユダヤ人の戸口に置いた訴えでした。


  ですから、私たちは最初の点に戻ります。イエスがどのような御方かを真に見るには、十字架が必要です。そして、十字架によって彼を真に見ることにより、この十字架がどれほど偉大で、素晴らしく、神聖で、荘厳なのかがわかります。


  サタンが常に、主の本質的パースンから差し引いて、主を小さくしようとしてきたのも、驚くにはあたりません！彼が絶えず、十字架からその最も真実な意味を取り去ろうとしてきたのも、驚くにはあたりません！このどちらかをしている人はみな、自分の発想や盲目さがどこから来ているのか、また自分が――無意識のうちとはいえ――だれと結託しているのか、認識すべきです。


  あらゆる敵意：愛の不足、分裂、争い：あらゆる偏見、疑い、霊的盲目：あらゆる霊的死は、十字架が正しく理解されていないためであることを、クリスチャンも理解しましょう。十字架につけられていない肉が、どこかで地歩を占めているのです。真に十字架につけられている男女なら、個人的関心を持ったり、神の他の子供たちと争うこと、つまり、彼らに対して愛を持たずにいることはできません。いのち、光、愛――これは完全に現されたキリストです――の本質的基礎は十字架です。十字架は旧創造の領域に実際に働いており、新創造の領域ではキリストの復活の力なのです。


  これはみな、「キリストの十字架は私たちを神との生ける合一、一つにもたらす」ということの言い換えにすぎません。この合一の完全な意義や真価にあずかって生きさえするなら、いのち、光、愛という点で、私たちはキリストの生ける手紙になるでしょう。いのち、光、愛に関して失敗しているということは、どこかで失敗しているということであり、何らかの理由でキリストによる神との交わりに失敗しているということです。彼との歩みの程度が、キリストのこの三つの特徴の程度になります。


  
    ある科学者の最近の書き物からのノート

    

    「賢い職人が徐々に排斥されつつある。その後継者は機械注油係やボタン係である……。」

    「科学は貧しい者に施す恩恵を常に誇りにしている。それでは、世界的な貧困、飢え、栄養失調、ほとんど普遍的とも言える不満はなぜだろう？価格が消費者の上に重くのしかかっているのに、なぜ科学は消費されることのない過剰な食料を毎年大量に生産しているのだろう？ブラジルで二千七百万袋のコーヒーが焼かれ、数百万エーカーの綿がすき返され、数百万匹の若い豚が虐殺され、数億匹の売れなかったニシンが海に投棄される時、科学が何もせずに立って見ているだけなのは、むごくないだろうか？」

    「我々は、イギリスの島々を大西洋の中程まで吹き飛ばす爆弾を設計するよう厳命された。」

    「科学はクリスチャン信仰の大敵になった。」

    「諸々の時代にわたって、戦士たちは相手方を惨殺する新しい効果的な武器を常に求めてきた。十八世紀においては、科学が系統的に教えられていたのはフランスの砲術学校だけだった。当時、科学は大抵の場合、常にうるさい戦争の要求に応じるための小間使い以上のものではなかったのである。」

    「歴史と科学は両方とも、『人類は知識と経験を蓄積し、生活用具を改善して大いに進歩した。こうした成果は明白である』と信ずべき根拠をわれわれに与える。しかし、それらは人間性そのものの真の進歩を構成しない。そうした進歩がないせいで、得られるのは外面的な危ういものであり、われわれ自身の滅びにつながりかねないものなのである。」（圏点は筆者による）

    全巻の一節にすぎない次の文章は使徒の言葉を確かに証しします。「こうして聖書の御言葉が実現する、『わたしは賢者の知恵を滅ぼし、知者と称する者の知性を無にする』（中略）神はこの世の知恵を愚かなものにされる。なぜなら、この世が神の知識を失ったのは、この知恵のせいだったからである。この知恵のせいで、その目は閉ざされたのである。しかし見よ！いま現れている神の知恵は愚かなものとして、あの古い知恵から見ると愚かなものとして示されている。それは古い知恵に訴えるものではない。（中略）キリストは神の知恵、神の力である。神の『愚かさ』の中には人の『賢さ』以上の知恵があるのだ。」（コリント人への第一の手紙一章十八～二五節）

  


  



  第２章 十字架と聖霊


  
    「イエスはバプテスマされると、直ちに水から上がられた。すると見よ、天が彼に開かれた。そして彼は、神の霊が鳩のように下って、ご自分の上に来るのをご覧になった。」（マタイによる福音書三章十六節）

    

    「キリストは、私たちのために呪いとなって、私たちを律法の呪いから贖い出してくださいました。なぜなら、『木にかけられる者はみな呪われる』と書かれているからです。それは、アブラハムの祝福がキリスト・イエスにあって異邦人に及ぶためであり、私たちが信仰を通して、約束された御霊を受けるためです。」（ガラテヤ人への手紙三章十三、十四節）

  


  いま取り組もうとしている問題は、十字架と聖霊です。最初に言っておきますが、これは聖霊のパースンと働きに関する論文ではなく、聖霊とキリストの十字架の関係をおもに強調するものです。


  



  御霊によって働かれる神


  



  この問題に直ちに取りかかる前に、覚えておくと助けになる予備的事項がいくつかあります。それは一般的性格のものです。第一に、聖書がとてもはっきりと示しているように、神がご自身の包括的御旨のある面を実現するために動かれる時はいつも、彼は御霊の媒介によってそれをなさいます。神が何かを生じさせるために着手される時はいつも、神の霊がその知恵、その力、そのエネルギー、その創始者、その継続者、その完成者です。聖書をざっと眺めただけでも、これはだれの目にも明白だと思います。


  私たちはこれを創造において、すなわちこの世界の創造において見ます。神の霊が媒介者としてそこにおられ、行動を開始し、推進されます。この宇宙的秩序の生成に関して、神の霊が常に臨在しておられます。


  イスラエルの歴史や生活についても、同じことが言えるのがわかります。彼らの生活と彼らの生活様式はすべて、神の霊の事柄でした。神の霊は彼らの先祖たちと共に働き、火と雲の柱として彼らをエジプトから導き出し、彼らを荒野で養われました。彼は、キリストのあの偉大な象徴――幕屋――を組み立て、作成し、構成するために、彼らの中の人々に賜物を賦与されました。ベザレルとオホリアブは、幕屋に関するあらゆる種類の働きのために、神の霊によって特に賜物を賦与された人々でした。他の多くの点や関連からも、神の霊がイスラエルの生活や歴史に関するこのいっさいの責任を負っておられたことがわかります。神は御霊の媒介により、ご自身の御旨、あるいはご自身の偉大な御旨の特定の面を成就されたのです。


  これらに言えることは、主イエスの生活や働きについても言えることがわかります。主イエスは聖霊から生まれ、御霊によって油塗られました。そして務めを行い、教えを説き、働きを遂行されました。これはみな、御霊の油塗りによりました。そして最終的に、「永遠の御霊を通して」傷のないご自身を神にささげられました。ここでもあらゆる点で、神は御霊によってご自身の働きを遂行しておられます。


  次に教会に進みます。代々にわたる神の御旨のこの偉大な面もまた、聖霊の御手の中にあることが十分明らかになります。教会は聖霊によってペンテコステの日に生み出されました。そしてその時から、すべては御霊に委ねられ、御霊がすべてを遂行しておられます。


  教会について言えること、その召命、その使命、その目的について言えることは、聖書によると、そのすべての構成員、すべての個人にも言えます。神の子供の生涯はみな、御霊から生まれて、御霊により開始されます。次に御霊の導きの下で、主のあらゆる御旨、御思い、道に導かれ、御霊によって完成されます。救い、聖化、栄化は、すべて神の霊によります。


  これがとても初等的な考察であることは承知しています。にもかかわらず、これは基本的なことです。なぜなら、「人は神の御旨を実現するための、道徳的、知的、霊的資質を自分の内に持っていない」ということがその前提だからです。もし神の御旨を実現することが人に可能だったなら、神の御霊は来臨する必要がなかったでしょう。しかし、御霊が来臨されたということはまさに、「神がご自身の働きをなさねばならず、さもなければ、それは決して成就されない」ということ――「人は神の偉大な御旨の一片すら全く実現できず、御霊なしでは、そのどの部分も決して実現されない」ということの、神聖な一大宣言なのです。これが、神の霊が神に属する事柄の責任を常に負っておられることの意味です。なぜなら、この領域では人は何もできないからです。


  ですから聖霊の降臨は、神ご自身が降臨して、新しい霊的創造、霊のコスモス（私はこの言葉が大嫌いですが、この言葉は「世」よりも多くの意味を持っており、創造物以上の何かを意味しています。それは秩序立った体系です）を推進し、構成し、完成される、ということにほかなりません。聖霊なる神が降臨されたのは、新しい秩序立った霊の体系、霊のコスモス、全く霊の性質に属する事柄――そこでは、自然の物理的な事柄は影、型にすぎません――を推進し、構成し、完成するためなのです。


  



  キリストは包括的な霊の体系である


  



  さて、この霊の秩序、体系、摂理の型は、神ご自身の御子であるイエス・キリストです。キリストは巨大で包括的な霊の体系であり秩序です。これは、「彼は一人の人、個人ではない」ということではなく、「彼は何かそれ以上の御方である」ということです。彼のパースンは、この巨大な包括的体系――神の御思い、神の要素、神の法則、神の原理、神の性質の体系――を体現しています。この物理的宇宙は法則や原理から成る巨大な体系であることを私たちは知っており、ますます学びつつあります。それは巨大なひとまとまりであり、相互に関連し、相互に依存し、作用や力や流れによって共に動き、驚異的な秩序や調和を持つものとして結ばれています。自分自身の独立した道を行くものは何一つなく、関連していないものは何一つなく、他のものによって影響を受けないものは何一つありません。一つの素晴らしいまとまりです。この物理的宇宙を知るには、一生それに費やしても足りませんし、一生かけて学んでも足りません。現在の地点に達するだけでも、始祖以降のすべての世代が必要だったのです。しかも、最高の知識人が認めているように、この宇宙についてまだわかっていないことに比べたら、現在の知識はそれに遠く及ばないのです。何がまだわかっていないのかを知っている人々の著書を数冊読むなら、この宇宙の距離や早さ、光の進む速さ等について読むなら、あなたは目眩めまいがするでしょう。それは巨大な秩序です。それを理解するには、一生かけて学んでも足りません。


  しかし、私の親愛なる友よ、すでに述べたように、この物理的宇宙は霊的宇宙の象徴、型にすぎません。キリストは宇宙です。霊的法則、霊的原則、霊的力の宇宙です。キリストは巨大な統合体であり、素晴らしい調和です。あなたがこれを把握し始めるとき、使徒たち自身が主を知るために熱心に取り組んでいた時、彼らが何を見ていたのか、あるいは何を見始めていたのかを、あなたは理解し始めます。「それは私が彼を知るためです」（ピリピ人への手紙三章十節）。「私は、私の主キリスト・イエスを知る知識の卓越性のゆえに、すべてのことを損失であると勘定します」（ピリピ人への手紙三章八節）。キリストを学ぶ生涯の最後の時にもかかわらず、また、人が口にすることを許されていない素晴らしい啓示を天で受けた後にもかかわらず、彼は依然として、「それは私が彼を知るためです」という途方もない探求に取り組んでいるのです。


  次に、「主をさらに知りなさい」「主を知る知識に進みなさい」という促しが信者に対して絶えずなされ、ますます強まっていきますが、その理由がこれからわかります。また、ある小さな前置詞の意味もわかります。この前置詞はとても印象的だと思います。それは知識、キリストを知る知識、神を知る知識、主を知る知識について述べているだけではありません。彼らは「グノーシス(gnosis)」というこの語をしばしば用いているだけでなく、後でわかるように、さらに進んでから「エピグノーシス(epignosis)」というこの組み合わせを導入しています。「私たち全員が完全な知識に達するまで……」（エペソ人への手紙四章十三節）。今やたんなる「知識」ではありません。これは知識の豊かなエペソ人に書かれています。（この単語のこの特別形の用法を調べるなら、それがとても印象的であることがわかるでしょう。なぜならそれは、霊のいのちがかなり成熟した段階をも超えたところに、信者を連れて行こうとしているからです。）ですから、彼らは自分自身探求し、聖徒たちをも促します。なぜなら、彼らは聖霊の啓示により、キリストのこの巨大な包括性を幾らか垣間見たからです。彼は宇宙であり、霊的に新しい全く別の体系です。誰がそれについて何か知っているでしょう？私たちはキリストについて何を知っているのでしょう？私たちは長年主の民だったかもしれません。私たちは長く生きれば生きるほど、そして、キリストに属する事柄とますます関係を持ち、ますます接触するほど、ますます自分の無知に圧倒されるようになります。なぜなら、キリストは広大な土地であることを、ますます理解するようになるからです。彼は私たちを遙かに超えており、私たちは彼を理解できません。「兄弟たちよ、私は自分が理解したとは思っていません」（ピリピ人への手紙三章十三節）。これを述べているのは、自分の行程の終わり近くにあるパウロです。「私は求めています」「それは私が彼を知るためです」。確かに、キリストは神の御思い、神の法則、神の原則、最高に実際的な性格を帯びているいっさいのものの宇宙です。私はこの文章を強調したいと思います。なぜなら、私が述べていることは何かとても抽象的だと見なされるおそれがあるからです。


  しかし、類比、型に戻りましょう。この物理的宇宙の中にあるものは抽象的でしょうか？実際的な意味や価値はないのでしょうか？活動しているこのような力や法則こそ、この地球上での生活を可能にしているものであることを、私たちは知っています。天体がこの地球に及ぼす影響がなければ、何が起きるでしょう？海の潮流は天体によって支配されています。潮が海岸に満ちる時はいつも、それは天にある巨大な支配的物体への応答です。潮が引いて遠のく時はいつも、それは天の力に従っているにすぎません。潮には価値があり、何がしかの意味があります。他の多くのことも同様です。この地球上における私たちの生活は、この秩序ある宇宙と外界から働く影響のおかげで可能なのです。このキリストの宇宙の中に生き、神によって定められた偉大な目標に到達するには、キリストの法則に応答すること、キリストの影響に反応すること、こうしたことに関する知識が必要です――なぜならこの領域では、私たちがこうしたことを知ること、私たちがキリストにあって理解力を持つこと、私たちが賢くあることが、神の御旨だからです。この物理的宇宙について言うと、そこから恩恵を引き出すのに、私たち全員が科学者になる必要はありません。そうしたことを全く理解していなくても、私たちは毎日恩恵を受けています。しかし霊の領域では、私たちが知識を持つことが神の御心なのです。


  



  聖霊によってキリストの偉大さを見ること


  



  このようなことから聖霊の問題全体が見えてきます。結局のところ、私たちはキリストについて何を知っているのでしょう？彼を私たちの救い主、私たちの贖い主、私たちの主、私たちの大祭司、高き所におられる私たちの弁護者として知っていたとして、結局のところ、私たちは彼について何を知っているのでしょう？何も知らないのです。パウロはこれらのことをすべて知っていましたが、ここでは何も知らない者として語り、行動しています。なぜなら、まだ知らないことがすでに達した知識を遙かに上回っていたからです。私たちは何も知らないのです。


  しかし、御霊の降臨、御霊の到来は、次の事を目標としていました――その目標とは、私たちをこの巨大な宇宙（それはキリストです）の中に、この素晴らしい霊の体系の中に、キリストを体現する事物の秩序の中に導くことであり、また、私たちにキリストの意味を知らせ、その知識を絶えず発展成長させることです。私がこれを考えた時、これが私に臨んだ時、それは私の心に凄まじい印象を与えました。しかし、自分が受けた印象を伝えきれていないことを私は承知しています。私はこれらの使徒のずっと後に立っていますが、彼らの言うことを聞くと、「この人たちは明らかに何か途方もないものをキリストの中に見たのであり、その結果、自分の理解や自分の達成に満足する霊的満足の性質を帯びたものは、彼らの生活の中から一掃されてしまったのである」という印象を第一に受けます。彼らは自分が垣間見たものによって、知りえるものを知り尽くすべく全力を傾ける人になりました。それは彼らが知識欲旺盛な探求心の強い人だったからではなく、「この知識は自分の生活において、また、からだ、キリストのからだ、彼の教会と関係する自分の生活において、神の御旨の完成に至るものである」ということを見ていたからです。教会とその構成員がキリストの偉大さを垣間見ないかぎり、教会は決してその実現に至ることはありませんし、教会の個々の構成員も決して成長することはありません。霊的成長の道は聖霊の啓示によってキリストの偉大さを垣間見ることです。これがパウロがこう祈った理由です、「あなたたちの心の目が照らされて、彼の召しの望みがいかなるものか、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富がいかなるものか、また信じる私たちに対する彼の力の卓越した偉大さがいかなるものか、あなたたちが知ることができますように」（エペソ人への手紙一章十八～十九節）。彼が「彼を知る『エピグノーシス』（epignosis、完全な知識）を得させ、知恵と啓示の霊」をあなたたちに与えて、あなたたちがこれを知ることができますように。キリストがいかに巨大であり、いかに偉大であるかを新たな方法で見ること――これが教会が成長する方法であり、聖徒たちが増し加わる方法なのです。


  神の民の間に今日存在しているあらゆる必要の中で、最も必要性の高いものの一つは、ちっぽけなクリスチャン生活で満足してしまう霊的満足から解放されることです。これにあなたは同意されるでしょうか？彼を知ろうとする真に十分な探求に欠けているのです。これは悲しいことですし、悲劇的なことです。ああ、これを和らげ、覆うことがおそらく必要です。「自分は知ることを願っており、進むことを願っています」と言う多くの人がいます。しかし、彼らの探求、彼らの願いは、使徒パウロの場合と同じ性格、同じ性質のものではありません――「私は、私の主キリスト・イエスを知る知識の卓越性のゆえに、すべてのことを損失と勘定します」。すべてのことです。


  多くのクリスチャンやクリスチャンの働き人に関して、もしあなたが彼らの働き、彼らの組織、彼らの体系、彼らの属している宗教的事柄に触れるなら、あなたは恐ろしい抵抗に遭います。主への愛慕からではなく、こうしたものへの執着から、偏見や疑いといったものが生じます。人々が主を慕い、主だけを求めさえするなら、現存するあらゆる偏見や疑いの九十五パーセントは除かれるでしょう。偏見や疑いを生み出すのは、こうしたものなのです。私たちは自分の事柄を落とし、主だけに関心を払う必要があります。いかなる状況においても、「これは何らかの形でキリストの度量の拡大に貢献するだろうか？」という問いが私たちの唯一の問いでなければなりません。もし貢献するなら、私の心はそれに賛同します。それが現存する制度にどんな影響を及ぼすかは問題ではありません。もしそれが私たちの知らないキリストを知る知識に至りうるなら、それは重要です。重要なのはキリストです。私たちの教会、私たちの交わり、私たちの伝道、私たちの組織、私たちの伝統ではなく、キリストです。彼は大いなる拡大と解放の要因です。私たちを束縛しているもの、私たちを小さく、卑しく、取るに足りない、気むずかしい者にしているのは、こうしたことです。キリストは解放してくださいます。キリストは拡大を与えてくださいます。ああ、彼を見なさい！ああ、シバの女王のように私たちも御霊によって導かれることができますように。彼女は導かれてソロモンの王国、彼の栄光、彼の食卓、彼の僕を示されました。ついに、彼女は息をのんで言いました、「私はあなたの事績とあなたの知恵について聞き及んでいました。しかし、私は、自分で来て、自分の目で見るまでは、それを信じませんでした。けれども驚いたことに、私はその半分も知らされていなかったのです」（列王記上十章七節）。しかし、ソロモンよりも大いなる方がここにおられます！あなたや私に必要なのは、聖霊による内なるキリストの啓示から来る、あの拡大です。そして、私たちは解放されます。私たちが彼をもっとよく見るようになるにつれて、このような他のものはあるべき所に収まるようになります。


  ですから、これこそまさに聖霊来臨の意味です。もう一度言いましょう、私たちは何を知っているのでしょう？私たちの知識はなんとちっぽけなのでしょう！ああ、しかし、神はこれを知っておられ、神の霊が来臨されました。何のためでしょう？私たちに奉仕するため、私たちが用いるためでしょうか？そうして、私たちに優位性、価値、名声、誉れを与えるよう、利用されるためでしょうか？ちがいます。彼が来臨された目的は、神の御子を聖徒たちの中に絶えず豊かに増し加えること、キリストを教会の中で神がご覧になっているとおりの方にすることであり、これ以外にありません。それは彼が教会の中で、「すべての中ですべてを満たしている方の豊満」となるためです。これが聖霊来臨の目的です。聖霊を持つとき、私たちはなんという嗣業を持つのでしょう！――「御霊は私たちの嗣業の保証です」（エペソ人への手紙一章十四節）。嗣業はすべて聖霊と密接に関係しており、聖霊によって保証されます。御霊を持っているなら、その豊かさは潜在的にすべて私たちのものです。


  さて、私たちは御霊から教わらなければなりません。聖霊は書物や手引き書の類から私たちを教えるのではありません。彼は、たんなる講演、講話、講義によって、私たちを教えるのではありません。そのような言葉によってではありません。聖霊は実際の経験によって教えるのです。そして、キリストを教えるための聖霊の道具は、キリストの十字架です。聖霊がキリストの十字架を私たちの内で実際化されないかぎり、あなたや私は何も学ばないでしょう。これについては、間もなく触れることにします。


  



  キリストの統一性


  



  私はまず、キリストの偉大さ、キリストの巨大さ、そして、「聖霊はこの偉大さを教会の中にもたらすために来られた」という事実を強調しました。これと密接に関係している細かい点がたくさんあります。私たちは、この物理的宇宙の法則、関連性、依存性、相互依存性に触れました。キリストはこれです。理解するのは困難ですが、キリストはこれです。次に、教会はキリストの複製でなければなりません。それは、キリストのからだの中に相互関連性や相互依存性のこうした霊的法則がすべて見いだされるようになるためであり、からだのいかなる構成員も他の構成員に向かって、たとえ相手の距離や場所がどれほど離れていたとしても、「私はあなたを必要としません」（コリント人への第一の手紙十二章二一節）と言えなくなるためです。頭は足に向かって――足は末端の器官です！――「あなたは私から遠く離れているので、あなたには頼りません」と言うことはできません。それはありえません。「目は手に向かって、『私はあなたを必要としません』と言うことはできません」。近くても関係ありませんし、距離も関係ありません。この関連性がからだを一つの完全なまとまり、一つの完全な合一、一つの完全な調和に構成します。すべてが相互に依存しており、相互に関連しています。これがキリストです。「キリストも同様だからです」（コリント人への第一の手紙十二章十二節、ギリシャ語）。


  御霊の領域では、この種のことが起きています。これを認識するには、もちろん、霊的知覚が必要です。自分の生活の近辺からは全く説明がつかない私たちの霊的経験の大部分は、もしかすると、私たちから地理的に遠く離れた神の子供たちや神の子供に起きていることのためかもしれません。この世界の反対側で、ある人の生活の中に、あるいは主の民の一つの群れの中に、凄まじい戦いが起きているのかもしれません。御霊は一つなので、私たちはその戦いに巻き込まれ、何かを経過し、祈るように促されます。こうして、その問題は一つの共通の問題になります。地理はそれとは関係ありません。非常に多くの場合、私たちは自分が通っている経験の意味を理解しません。自分の霊的経験の中に何かがあること、何かが起きていること、戦いが進行していること、圧迫があることはわかりますが、自分の身の回りにはその理由が見あたりません。今ここで見渡せる範囲内には、その原因は見あたりません。しかし、未解決の何らかの問題、どこかで霊的戦いが起きている何らかの問題があります。御霊は一つであり、からだも一つなので、私たちはその戦いと密接に関係しているのです。これが合一であり、キリストの調和です。これが新しい霊の体系である一つからだの法則の相互作用です。これがいかに真実か、これがどれほど実際的か、私たちの中には知っている人もいます。教会がこれに関する理解を持ち、その理解にしたがって生きてさえいれば、敵にとってどれほど打撃だったことでしょう！神の子供たちはなんと頻繁に、自分の経験、出来事、他の人の生活に起きていることを誤解してしまうのでしょう。敵は誤解を植え付けて、当事者たちを一つにして勝利のために協力させるかわりに、誤解によって引き離します。教会がこの霊の合一、この霊的相互関連性、相互依存性を見て、それに身を投じていれば、教会はこの宇宙の中でどれほど力あるものになっていたでしょう！これが霊の体系であり、キリストです。それは彼のからだの中に構成されなければならず、彼の教会の中に複製されなければなりません。


  あなたはこう言うでしょう、「教会全体に関するかぎり、それには望みがありません。それはとても美しい理想ですが、その実現の見込みはどうでしょう？」。私たちはそれをこのように片づけることはできません。私たちは戻らなければなりません。それはおそらく、私たち二人の間から始まるでしょう。そしてそれは、教え、勝利、理解の十分な基礎になるでしょう。神の二人の子供が完全に調和することですら、戦いの大きな理由になります。しかし、それが神に対してどれほど効果的かを理解してください！戦いが荒れ狂っているのはこのためです――それはただ、決定的な関係にある二人の神の子供を引き離すためなのです。サタンは常にこれを試みてきました。これをなすために、なんということが起きるのでしょう！


  



  御霊のあらゆる働きの基礎である十字架


  



  これは私たちを、これまで取り組んできた十字架と聖霊に至らせます。なぜなら、御霊のあらゆる働きの基礎・扉は十字架だからです。旧新約聖書についてたとえ少ししか知らなくても、あなたはこの二つを一緒にしているものをすぐにたくさん思い出すでしょう。型に戻ると、この二つが一緒にされているのを見ます。祭壇の上の火――祭壇は十字架の型であり、祭壇の上の火はいけにえを焼き尽くす御霊の型です。あるいはまた、出エジプト記十七章にある、打たれた岩とほとばしる水――これも十字架と御霊です。新約に来ると、私たちの主がバプテスマを受けられたヨルダン川は、彼の死と葬りと復活を型として示しており、直ちに天が開かれて、鳩のような形をした御霊が彼の上に下る結果になります――これも十字架と御霊です。これを心にとめてイスラエルの国家としての出発点に戻ると、ほふられた小羊、注がれた血、その後直ちに責任を担う雲と火の柱があります――これは偉大な包括的実際である、カルバリとペンテコステです。常にこうです。この二つは常に一緒です。ここに挙げたものは、神の御言葉の数ある中から一部を抜粋したにすぎません。神の御言葉は、この二つの緊密で不可分な一体性を示しています。


  主イエスを見ると、ご存じのように、彼は聖霊についてはっきりした特別な形で話すのを、受難の前の晩まで保留されました。彼が慰め主の来臨について、また、その来臨が彼らにとって何を意味するのかを話し始められた時、十字架の影が彼の道を完全に覆っていました。また、ご自身の両手と脇腹、釘で貫かれた両手と裂かれた脇腹を示せるようになるまで、彼は「聖霊を受けなさい」（ヨハネによる福音書二〇章二二節）とは決して仰せになりませんでした。バプテスマにおける彼の象徴的な死に際して御霊が彼の上に臨んだように、御霊は彼を実際の十字架に導かれました。彼は十字架で「永遠の御霊を通して傷のないご自身を神にささげられ」ました（ヘブル人への手紙九章四節）。必要なら、もっとたくさん集めて、この二つ――十字架と御霊――がどのように一緒にされているのかを示すこともできます。十字架は御霊に導き、御霊は常に十字架に戻ります。


  なぜ、十字架は御霊の働きの基礎なのでしょう？ガラテヤ人への手紙三章の節がその答えを与えます。それは、呪いが存在しており、今や呪いが旧創造の上にのしかかっているからです。「キリストは、私たちのために呪いとなって、私たちを律法の呪いから贖い出してくださいました」。あるいは文字どおり正確に訳すと、「私たちの代わりに呪いとなって」です。人類はもともと呪いの下にあり、聖霊は決して決して呪われたものの上に臨めません。依然として呪いの下にとどまっている人に対して、御霊の約束は決して成就されません。呪いは取り除かれなければなりません。なぜなら、塗り油は肉の上に注がれてはならないからです。「人の肉の上にそれを注いではならない」（出エジプト記三〇章三二節）。呪いは取り除かれなければなりません。キリストは私たちの代わりに呪いとなって、私たちを律法の呪いから贖い出してくださいました。それは私たちが約束された御霊を受けるためです。御霊のために道を切り開くため、呪いの下にある状態や状況をすべて取り除くこと――これが答えです。そのために十字架が必要であり、私たちのために呪いとなられた御方との信仰による一体化が必要なのです。聖霊がある人の生涯の中で実際に働きを開始される時、その生涯の行程や歴史は、一面において、「肉は呪われたものである」ということを本人に痛感させるものになります。これは耳障りかもしれませんが、事実です。


  この世界で、御霊を持っている人ほど、肉の呪われた性質を直ちに認めて承認する人はいません。肉がいかに呪われたものであるのかに気づくことが、まさに栄光への小径です。これは一つの面です。まぎれもなく、私たちの多くはこれをいくらか経験しています。聖霊は十字架の意味を確かに知らせてくださいます。その意味とは、「十字架は呪われた場所であり、私たちはキリストにあってそこにいる」ということです。道にある障害物は除かれねばなりません。


  ここでガラテヤ人について使徒は言います、「あなたたちは御霊によって始めたのに、肉によって完成されることを望むのですか？」。この節をこう述べて、この質問をとても強い、とても恐ろしいものにしています。御霊によって始めたのに――始められるということ、前進の見込みがあるということは、あなたが呪いの外にあるということです――呪いの下に戻ることによって完成されると思っているのですか？いいえ、そんなことをすれば再び扉を閉ざし、将来を全く断ち切り、前進の道を断つだけです。「あなたたちは御霊によって始めたのに、いま肉によって完成されるのですか？」。厳密には述べられていませんが、とてもはっきりと暗示されているのは次のことです。すなわち、御霊によって始まったからには、始めた時の立場に基づいて、ただ御霊によってのみ続けることができるのです。つまり、十字架により、あなたは呪いのあの立場を離れ、常に離れ続けるのです。言い換えると、始める時、十字架が導く地点に来る必要があったように、前進するには、その地点に常に居続ける必要があるのです。


  しかし、御霊によって始めた時だけ、御霊によって続けることができます。これは呪い、古い人、呪われた古い人を取り除く十字架によってのみ可能でした。ですから、御霊によって続けるには、進み続けて御霊の目的、意図、目標に至るには、継続的な肉の切断、十字架による肉の切断の継続が必要です。ですから、御霊は常に十字架を明確に示されます。そして、十字架は御霊の御旨をすべて可能にします。


  私たちは自己の磔殺にかかりっきりになるべきではありません。聖霊がそれをなしてくださいます。私たちは御霊によって歩まなければなりません。それには、御霊に従いさえすればいいのです。これは積極的なことであって、消極的なことではありません。


  新約聖書の書簡の中で、御霊の手段である十字架が多くの面にわたって適用されています。その中のいくつかを見ましょう。最初は「ローマ書」です。


  



  十字架と罪深い肉の体


  



  七章に至るまで、すべてが十字架の周囲を巡り、十字架を中心としています。十字架は大いなる帰結であり、すべてがそこに至るよう定められています。使徒はこの頂点に至るために邁進します。この七つの章に記されていることはみな、六章三～十一節、特に三、五、六節に述べられている立場を目的としています。「キリスト・イエスの中へとバプテスマされた私たちはみな、彼の死の中へとバプテスマされました。（中略）私たちは彼の死の様の中で彼に結合されました。（中略）私たちの古い人は彼と共に十字架につけられました。それは罪の体が無効にされるためです」。この立場が確立されて、私たちがその立場に立たないかぎり、御霊にあるいのちの啓示は示されません。しかしこれが基礎となる時、御霊の臨在と働きに関して、私たちはこれに続くものをすべて持ちます。


  
    「神の霊があなたたちの中に住んでおられるなら、あなたたちは（中略）御霊の中にいるのです。しかし、もしだれでもキリストの霊を持たないなら、その人はキリストのものではありません。」（八章九節）

    

    「キリスト・イエスにある、いのちの霊の法則が、罪と死の法則から、私を解放しました。」（八章二節）

    

    「霊の思いはいのちと平安です。」（八章六節）

  


  など。


  ここで、次の事実が特に強調されています。すなわち、聖霊が信者の内に働くには、そして、信者が「からだ」（十二章）を真に知るには、罪の体（これはキリストの外にある人であり、罪深い創造物であって、裁きと罪定めの下にあります）はすべて――ましなものになるよう、矯正、治療、改善、教化されるのではなく――十字架につけられ、葬られなければならないのです。罪を除かれて、罪を赦されるだけでなく、その人自身も除かれなければなりません。人は神の視界から去らなければなりません。人の善（？）、人の悪もです。人はもともと、もはや神の御旨の光の中にない種族に属しています。神はこの種族を去り、「新創造」を造られました。復活したキリストは「多くの兄弟たちの間の長子」です。彼は「最後のアダム」です。これが意味するのは、新しい種族、新しい人類の最初の者として、彼は最終的な御方であり、他の者は必要ないということです。この「最後のアダム」は、復活によって「死者の中から最初に生まれた者」となる前に、後に退かれました。そして、最初のアダムの全種族を集めて、代表者としてそれを神の完全な裁き――神に全く見捨てられる裁き――に渡されました。「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」と彼は叫ばれました。これが、最初のアダムにある全種族に対する、神の究極的な御心です。「自分はキリストと共に死に、キリストと共に葬られた」ことを認識するように、そしてこの立場を取り、これを宣言するように、私たちは求められています。新約聖書が述べているように、これがバプテスマが行う宣言であり、バプテスマの際、これが宣言されます。


  この問題全体に関して、述べるべきことがまだたくさんあります。しかしそれを、「『ローマ書』にある立場は神の基礎であり、すべてを含んでいる」という包括的見解にまとめることにしましょう。聖霊に治められている生活は、古い人の終わりとしての十字架の意義に連れ戻されます。一つの基本的な転機があるでしょう。しかし何年にもわたって、最初の包括的立場に戻らざるをえないような、多くの危機が生じるかもしれません。また、私たちに耐える力があれば、新たな問題が生じるかもしれません。十字架が確立する最終的立場、また聖霊の働きの目標である最終的立場は、次のような立場です。すなわち、すべては――どの方面、どの関係も――あらゆる点でキリストだけでなければならず、私たちであってはならないのです。こうして私たちは、コリント人への第一の手紙に記されている、十字架の次の特別な適用に導かれます。


  



  十字架と天然の人


  



  ここでは、当事者はキリストの中にあります。「キリストの中で義とされる」ことに関する「ローマ書」の状況に関するかぎり、立場に問題はありません。彼らの立場は完全です。彼らはキリストを自分の身代わりとして受け入れています。問題は「彼らが肉の中にある」ことではなく、「肉が彼らの中にある」ことです。彼らは大部分、天然的な動機によって影響されており、促されています。彼らの場合、霊の人を圧倒しているのは、天然の人すなわち魂の人です。コリント人への第一の手紙の中の「天然の」は、ギリシャ語では「魂の」です。使徒は、彼らの思い、心、意志が、聖霊によるキリストの思いの代わりに支配していることを指摘して、「魂的」であることの意味を説明しています。彼らの理屈、判断、考え、価値観――「この世の知恵」――は、非霊的で非キリスト的な振る舞いという結果になります。魂の命は最も霊的な領域にも入り込みます。たとえば、霊の賜物を自分の栄光のために用いたり、主の食卓を自己満足にすること等です。こうして、「キリストにある」ことの全き目的に向かう彼らの歩みは遅らされます。彼らは霊的ではなく、「肉的」です。成長した者ではなく、「赤子」です。


  これに関連して使徒は言います、「私はあなたたちの間ではイエス・キリスト、十字架につけられた方のほかは、何も知るまいと決心したからです」（コリント人への第一の手紙二章二節）。必要なのは、一般的な意味で私たちを救われた男女にする十字架の適用ではありません。魂の命が私たちの内で御霊のいのちを圧倒する時、私たちを自分の魂から解放する十字架の適用です。十字架は御霊の道を切り開かなければなりません。対処されるべきは、私たちの魂の命の支配なのです。


  ガラテヤ人への手紙に来ると、私たちは十字架と聖霊の別の面に進みます。それは十字架と律法主義です。


  



  十字架と律法主義


  



  この手紙の中に御霊と十字架に関する節がどれほどたくさんあるのかを思い出してください。次の二つの一連の節を見てください――（ａ）三章二、三、五、十四節：四章六節：五章五、十六、十七、十八、二二、二五節：六章八節　（ｂ）二章二〇節、三章一節、五章二四節、六章十四節。


  それでは、この二つ――十字架と聖霊――の組み合わせの意味は何でしょう？ガラテヤ人たちは、「あなたたちは……しなければならない」「あなたたちは……してはならない」という古い律法の命令、宗教的規定や規則から成る体系の外面的要求、律法主義という拘束服に戻るよう促され、誘惑されていました。律法主義はユダヤ人だけでなく、恒久的な傾向です。それに陥ることはきわめて容易です。御霊を持っている人でも容易に、他の人に律法を課して、「あなたはあれやこれをするべきです（するべきではありません）」「あなたはあれやこれをやめなければなりません（取り入れなければなりません）」と言い始めてしまいます。こうして、律法の束縛という拘束服が課せられることになります。そして、「最も必要なのは律法ではなく、御霊が内側で主となられることであり、そうなる時、多くのものは落ちていき、主が自分に何を求めておられるのか、当人にわかるようになる」ということが忘れられてしまいます。使徒がこの手紙で述べているように、これが子たる身分と自由の道です。内なる主は信頼できる御方です。人々の生活を支配するために、その上に手を置く必要はありません。ここではっきりと言っておきましょう。律法的抑圧や危機的問題の焦点とされるものは、ガラテヤ人へのこの手紙ではたまたま特に割礼でしたが、人やクリスチャンの儀式、形式、命令、遵守もそうなりえますし、しばしばそうなっているのです。そうしたものも重要かもしれませんが、次のことはどんなに強調しても強調しきれません。すなわち、実際のところ本当に十字架が生活の中に造り込まれて、伝統、一般受け、御霊から離れた文字にすぎないいっさいのものへの隷属から解放し、聖霊の絶対的主権を生活の中に確立するなら、そうしたものは最も重要なものに安らかに準ずるようになりますし、なるようになって、（主が必要とされるものは）律法的な死んだ方法によってではなく、生ける方法で導入されるようになるのです。しかし、代々の遺物から解放した十字架の働きは、なんと強力なのでしょう！固定性と終局性は律法体系の特徴であり、霊的成長や拡大を不可能にします。愛なき義が致命的なように、いのちなき真理も致命的です。偏見や疑いは、何らかの宗教的事柄への隷属の結果であって、御霊の実ではありません。


  きわめて完全な新約的体制や枠組みを持ち、御言葉の文字に対してきわめて忠実であっても、いのちと油塗りにほとんど全く欠けているおそれがあります。これは大抵、経験的な深い十字架の働きの欠如と、それによる御霊に対する妨げのせいです。


  十字架と聖霊のこれらの面はどれも、一冊の書物になるほどの内容がありますが、ここでは要点を与えることしかできません。ここで、「エペソ書」「コロサイ書」として知られている一組の手紙に進むことにします。もっと正確に言うと、これらの手紙はある地域の諸教会への回覧状でした。ここでは、特別な適用は地からの解放と関係しています。


  



  地からの解放


  



  目的はキリストの豊満です。「コロサイ書」では、からだである教会のかしらとしてのキリストの豊満です。「彼は、教会であるからだのかしらです。（中略）それは、彼の中に全豊満が宿るためです」（一章十八、十九節）。「このキリストの中に、知恵と知識のすべての宝があります」（二章三節）。「彼の中に全豊満が宿っており（中略）あなたたちは彼にあって満たされています」（二章九、十節）等。


  「エペソ書」では、豊満は教会の中のキリストにあります。「彼を万物の上にかしらとして教会にお与になりました。教会は彼のからだであり、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です」（一章二二、二三節）。「それは、あなたたちが満たされて、神の全豊満へと至るためです」（三章十九節）。「私たちすべてがキリストの豊満へと至るまで」（四章十三節）。


  これはみな、「永遠の御旨」「御旨の計画」の対象であることが啓示されています。それは永遠の過去にまで遡り、「代々の時代」に至ります。それは広大で言い尽くせない神の御旨であり、すべての人がそれに達するわけではありません。使徒は教会のために、多くの労苦、苦しみ、苦闘といった代価を払いました（コロサイ人への手紙一章二八節～二章一節）。


  これに「達する」には、十字架の特別な適用と、それに続く聖霊の働きが必要です。これらの手紙で特に特徴的な句は「天上」です。「エペソ書」では五回記されており、その主旨は「コロサイ書」に続きます（参照、エペソ人への手紙一章三、二〇節：二章六節：三章十節：六章十二節：コロサイ人への手紙三章一、二節）。この句は霊的な地位、いのち、使命を意味することが示されています。文脈を見ると、それにはとても実際的な意味があることがわかります。もちろんそれは、特にからだである教会と関係しており、団体的です。しかし、からだについて言えることは、そのすべての肢体にもあてはまります。ですから、個人的な勧めがたくさんあるのです。あの「豊満」を強調することとの関連で述べられているその実際的意味は、天的であり、霊的です。ですから、主の民は――「救い」ではなく「御旨」に達しようとするなら――天的な線上に生きなければなりません。そうして、支配的要因である、地的なものにすぎない特徴を、すべて後にしなければなりません。たとえば、国民性があります。「ギリシャ人もユダヤ人もありえません」。私たち自身についても、また他の人についても、私たちはこの立場を離れなければなりません。もし私たちが国家的立場――これは国粋主義だけでなく、気質や性向をも意味します――の上に立つなら、霊的成長は妨げられるでしょう。同じことが社会的立場――「奴隷、自由人」、民族的・文化的立場――「未開人、スクテヤ人」、宗教的儀式――「割礼、無割礼」にも当てはまります（コロサイ人への手紙三章十、十一節）。


  要点は、キリストは天におられるということです。彼は「からだのかしら」としてそこにおられます。キリストは本質的に、新しい人類を代表する天の人です。この分裂した、相争う、混沌とした、混乱した人類の代表ではありません。彼はそれとは別であり、異なっています。神聖な豊満は、このような御方である彼にあってのみ、知ることができるでしょう。私たちはあらゆる点でこの人類の立場を離れ、キリストの立場――そこでは「キリストはすべてのすべて」です――に基づいて生きなければなりません。


  それ以外のことをするのは、キリストを貶おとしめることであり、キリストを分割することであり、キリストを制限することです。


  この天的な地位と豊満に教会を導くため、聖霊は来臨されました――教会は「一つからだ」として、分派や分裂を認めることも、それに耐えることもできません。そんなことをすれば、自分自身が滅びてしまいます。ですから、この一組の手紙では、聖霊についてたくさん記されているのです。参照、エペソ人への手紙一章三節（「霊の祝福」の代わりに「御霊の祝福」と訳されるべきです）、一章三、十四、十七節：二章十八、二二節：三章五、十六節：四章三、四、三〇節：五章九、十八節：六章十七、十八節：コロサイ人への手紙一章八節。


  しかし、この御霊の働きには、十字架が真に地と天の間に割って入ること、そして――それゆえ――霊的な真の理解力をもって、私たちがキリストと共に天で自分の地位に就くことが必要です。「キリスト・イエスの中で、私たちを彼と共に天上に座らせてくださいました」。


  「エペソ書」では進んだ立場が示されているため、十字架はほとんど当然視されています。


  
    「私たちは彼の血による贖い、すなわち違反の赦しを受けています。」「信じる私たちに対する彼の力の卓越した偉大さ（中略）彼はその力をキリストの内に働かせて、彼を死人の中から復活させ」「あなたたちが死んでいた時（中略）あなたたちを彼と共に生かし、私たちを彼と共に復活させ」「あなたたちは古い人を脱ぎ捨てて、新しい人を着たのです。」（エペソ人への手紙一章七、十九節：二章一、六節：四章二二、二四節）

  


  コロサイ人への手紙では、これはさらにはっきりしています（参照、二章十一、十二、十三、二〇節：三章三、九節）。


  これらの手紙に示されているのは、巨大な啓示、「広大な土地」、無尽蔵の富です。地的な動機に基づいて生き、それによって動かされるようになるなら、私たちは自分をそこから締め出すだけです。ここでは、好意的であろうと、好意的でなかろうと、イギリス人、アメリカ人、中国人、ドイツ人などについて、差別的に話すことは禁じられています。社会的区別や、古い人類の他のいかなる特徴も禁じられています。もしそれが私たちの携わる領域であり、考慮すべき唯一の対象だったなら、私たちはかなり影響を受けずにはいられなかったでしょう。しかし、キリストの権益の中で、また教会の中で、私たちはこれらすべてに対して十字架につけられています。そして私たちは今、ただキリストの立場に基づいて、信者と会うことを求めます。ただこうすることによってのみ、からだの建造が可能です。天然的構成と宗教的受容の両方に関して、主の民の間には他にもたくさん分裂の要因があります。十字架は万能の救済手段です。霊的豊満達成のため、神の霊は十字架を必要とされます。


  さしあたって、私たちの最後の言葉はピリピ人への手紙からです。これは復活のいのちの頂点です。


  



  十字架と御座


  



  第一に、キリストの場合が例としてあげられています。「この方は、神のかたちの中に存在されますが（中略）ご自身を空しくし、奴隷の形を取り（中略）ご自身を低くして、死にまでも、しかも十字架の死に至るまでも従順になられました。それゆえ、神は彼を高く上げ、あらゆる名にまさる名を彼にお与になりました」（二章五～九節）。


  次に、「上に召してくださる栄冠」（三章十四節）と彼が呼んでいるものを、使徒が大いに切望しているのを見ます。これはまるで、ラオデキヤ教会の勝利者に対する招きや約束と同じに見えます。「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座につかせよう」（黙示録三章二一節）。


  これらの御言葉から明らかなように、（１）すべての人が「達する」わけではありませんし、（２）達するには十字架の特別な働きが基本です。十字架は私たちの「心構え」を対処しなければなりません。「この心構えを持ちなさい」。「自分自身を空しくし」。パウロの中にこの「心構え」が見られます。「私はすべての事を損失であると勘定します（中略）それらをちりあくたと勘定します」。キリストもパウロも、地位、権利、評判、利益といった個人的な「益」を、すべて御座に繰り入れました。これが十字架の道、十字架の働きでした。「死に至るまでも従順になられました」。「彼の死に同形化されて」。


  これはみな、おおむね「心構え」の問題です。ピリピには、その「成長」や「達成」を実際に阻む状況が存在していました。それは「栄冠」に対する実際的脅威・威嚇であり、「上に召してくださる召し」に対する実際的挑戦でした。二人の人が一つ心ではありませんでした。衝突し、仲違いしていました。個人的利益や地的動機がこの軋轢の原動力だったようです。十字架がこの「心構え」を対処して、キリストの心構えのために道を開く時だけ、自分がキリスト・イエスに捕らえられた目的を理解する道が開かれました。サタンは、聖徒たちが御座に来るのを、ひどく邪魔します。あの御座とあの卓越した御名は、サタンの最終的破滅を意味します。自己に対する死とキリストに対する復活の結果ではない「心構え」だけが、あの神聖な「召し」を挫折させられることを、サタンは知っています。ですから、この御座結合の背後にはすべてがあります――「御霊は常に十字架によって働き、十字架は常に御霊に導く」という真理を、特別に累積的に適用する、「ローマ書」「コリント書」「ガラテヤ書」「エペソ書」「コロサイ書」「ピリピ書」があるのです。


  



  第３章 十字架と「こんなに偉大な救い」


  



  私たちの図の三番目の区分は「こんなに偉大な救い」（ヘブル人への手紙二章三節）を扱っています。この句の総括性や包括性はすぐにわかります。この句の下に、その多くの面を示す様々な言葉を集めてあります。身代わり、代表、贖い、義認、和解、再生、子たる身分、聖化、栄化です。各々の言葉と内容の意味、そして、その特別な意義を見る最も良い方法は、ある簡単な質問をすることです。その質問とは、「この言葉は、このような働きを必要とする、人のどのような状態を示しているのか？」です。


  



  身代わり


  



  「人は自分に対する神の要求を全く満たせない」と明確に見なされています。このような要求は人を完全に滅ぼし、希望や期待を少しも残しません。人は裁かれ、罪に定められて、死ななければなりません。しかし、人の死は肉体の死以上のものです。それは、神に見捨てられたことを意識する状態です。救われなければ、遅かれ早かれ、この意識に目覚めることになります――それは地獄です！この地獄が今生で実際に始まるのは、わずかな人だけです。なぜなら、人が地上であわれみと恵みの保護下に生きることが、神の秩序の一部だからです。しかし、「死後、裁かれます」（ヘブル人への手紙九章二七節）。恵みと裁きは二つの経綸に属しています。これが、人が神の恵みに頼る理由です。恵みの時代の大きな特徴は、神が――御子であるイエス・キリストのパースンの中に――身代わりを備えてくださったことです。彼は人の立場を取り、「私たちの代わりに罪とされ」ました（コリント人への第二の手紙五章二一節）。そして、神に見捨てられる「時」（その恐ろしさは永劫のものです）を迎えました。「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」（マルコによる福音書十五章三四節）。この身代わりが人々に提供されています。それは人々が彼――「世の罪を取り除く神の小羊」（ヨハネによる福音書一章二九節）――を信仰によって受け入れるためです。これが意味するのは、彼が死なれた時、神は彼を人々の罪、裁き、破滅、死、地獄と見なされたということです。まるで、人々がそれをすべて負ったにもかかわらず、救われているかのようです。これには、自分の内に罪を持たない身代わりが必要でした。この御方には罪がなかったので、裁きはこの御方に対して力をふるえず、死と地獄はこの御方に対して何の権利も持ちませんでした。「罪の価を払うに足る者は、他にいなかったのである」。それゆえ、彼ご自身の本来の無罪性のゆえに、神は彼を死者の中から復活させることができました。私たちなら、決してそうはいかなかったでしょう。キリストは十字架上で完全に私の身代わりとされました。キリストは復活により、私には満たせなかった神の要求を、すべて私のために満たしてくださいました。ごく簡単に言うと、これが身代わりです。


  



  代表


  



  しかし、別の御方が私のためにこれを行ってくださったという事実は、その偉大な働きの一つの面にすぎず、もしそれだけのままだったなら、多くの弱さへの扉が開かれたままだったでしょう。それを補完するのが、代表の面です。「一人の人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのです」（コリント人への第二の手紙五章十四節）。身代わりの面では、キリストは私たちのために死なれました。代表の面では、彼は私たちとして死なれたのです。これが意味するのは、神の御心においては、旧創造に属する者としての私たちは視界から消え去ったということです。私たちが主イエスを自分の身代わり、代表として取る時、私たちはキリストの中にあると見なされます。そして、ただそのようにのみ、神は私たちをご覧になります。使徒パウロが「一人の人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が（彼の中で）死んだのです」と言った時、彼は続けて言いました、「それは、生きている者が、もはや自分自身にではなく、自分のために死んでよみがえった方に生きるためです」。これが意味するのは、キリストの身代わりの働きを受け入れるなら、それは生来の自分にも関係しないわけにはいかないということです。さらに、彼は私たちの罪を担っただけでなく、私たち自身をも担われたのです。私たちのいわゆる「欠点」だけでなく、私たちのすべてを担われたのです。かつては非常に宗教的な人間であり、宗教的情熱と活動に燃えていた自分にもこれがあてはまることを、使徒は見るようになりました。しかし十字架は、旧創造のあらゆる面、性質、能力が無に帰して、死者からの復活によりすべてが新たに始まることを意味します。意義深く、興味深いことに、パウロがこの真理を解き明かしたのは、ローマ人への手紙と同じように、クリスチャンの信者たちに対してでした。


  



  贖い


  



  「贖い」という言葉の意味はすぐにわかります。人は売られました。あるいは、人は自分を売りました。サタンはアダムにうまい話（？）をもちかけて、その真の問題に対してアダムの心を盲目にしました。アダムは神の詳細な指示を信じず、その結果、それに従いませんでした。そして、自分の魂を約束された利益と交換し、自分自身をサタンと死に売り渡して、自分と共に人類を売り渡しました。この立場に人はとどまっています。そして、その力はサタンが権利を握っている点にあります。なぜなら、サタンは自分の性質という拠り所を持っているからです。贖いは、これらの権利が断ち切られて、処分されたことを意味します。これもまた、十字架における主イエスのパースンと働きによってなされました。次のことは偉大な事実です。すなわち、サタンはイエス・キリストの内に性質上の拠り所を持っていないので、権威の拠り所が全くないのです。そこで彼は「追い出され」ます（ヨハネによる福音書十二章三一節）。サタンの権威の力は死です。主イエスは「すべての人のために死を味わい」（ヘブル人への手紙二章九節）、ご自身でサタンの最後の力を対処されました。それは、「彼が死を通して、死の力を持つ者、すなわち悪魔を滅ぼす」（ヘブル人への手紙二章十四節）ためでした。こうして、人は神へと贖われます。贖われた人に対して、サタンにはもはや何の権利もありません。


  ギリシャの奴隷が自由を獲得してそれを維持する法的手続きも、これに別の角度から光を当てます。疑いなく、使徒パウロがガラテヤ人への手紙六章十七節で触れているのは、この有名な手続きです。ギリシャの奴隷は、自由を得たい時、自分の稼ぎを主人の所に持って行ったわけではありませんでしたし、主人が金を受領すると共に自由になったわけでもありませんでした。彼は神の宮へ行き、そこで自分の金を祭司に支払いました。そして、祭司はこの金で彼の主人から奴隷を買い、神のものにしたのです。彼は、その後一生、神の奴隷になりました――これは実際には自由を意味し、一定期間だけ宗教的な勤めに服しました。彼の主人やその相続人がいつ彼を要求したとしても、彼は宮の中に取り引きの記録を持っていました。しかし一面において、その記録は黙しています。彼が旅をして、家から遠く離れている時に逃亡奴隷としてつかまったら、彼にどんな保証があるのでしょう？その答えをパウロは私たちに与えているようです。宮での解放の時、祭司は彼に新しい主人の「焼き印」を押しました。ですから、パウロの言葉は新たな意味を持つことになります。彼は罪と死の奴隷でしたが、キリストによって贖われました。彼の新しい自由は、キリストの奴隷たることにありました。彼は言います、「これからは、だれも私の返還要求をしないでください。私は新しい主人であるイエス・キリストの焼き印をこの身に帯びているのですから」。この例証の一つの欠点は、もちろん、だれも自分の贖い代を稼げないことです。キリストだけが贖い代を払えたのです。


  



  義認


  



  義認は信者が導かれる立場や地位を示しています。その前の各段階は義認と関係しており、義認へと至ります。身代わりは罪の問題を取り扱い、代表は旧創造を取り除いて新創造を導入し、贖いはサタンとその王国とのつながりを断ち切ります。この三つの働きがなされる時、「人はどうして神に対して正しくありえよう？」（ヨブ記九章二節）という疑問、言い換えると、「人はどうして正しい者、または義なる者として、神の臨在の中に立ちえよう？」という疑問に対する答えを私たちは得ます。その完全な答えは、私たちはキリスト・イエスにあって義とされるということです。彼の身代わり、代表、贖いの働きを信仰によって受け入れることを通して、私たちは今や彼にあって受け入れてもらえるのです。そして、彼の完全さの光の中にある者と見なされる、素晴らしい立場にあるのです。彼は私たちに至る神からの義です。それは「信仰による神の義（神からの義）」（ローマ人への手紙三章二二節）です。この立場は神から見て絶対的なものであり、私たちから見てもそうでなければなりません。それは信仰によって完全に受け入れるべき立場であり、信仰によって歩むべき道として保たれなければなりません。「義人は信仰によって生きる」（ガラテヤ人への手紙三章十一節、ヘブル人への手紙十章三八節）。私たちを古い立場に戻そうとするのを、サタンは決してやめません。彼はこれを、私たちを自分自身に戻すことによって、そして私たちの目をキリストから逸らすことによって行います。彼の方法は無数にあります。しかし、そのすべてに対する答えは、「私がいかなる者なのかが重要なのではなく、おお主よ、あなたがいかなる方なのかが重要なのです」ということにあります。また、信仰の創始者であり完成者であるイエスをしっかりと握り、他のものから目を離して彼を見つめることにあります。


  



  和解


  



  義とされた者は和解します。天然の状態では、私たちは神から離れており、神と敵対していました。実に、私たちは神の敵だったのです。私たち全員からあからさまな反逆性を取り除く一定の状態が必要です。しかし、キリスト・イエスとその十字架による彼の力強い和解の働きにより、「遠く離れていた」私たちは「近い者とされました」（エペソ人への手紙二章十三節）。敵であった私たちは平和を得ています。私たちは新しいいのちと新しい霊のさいわいな交わりの中に入れられたのです。


  



  再生


  



  再生は先のものと別のものではなく、そのすべてに内在する一つの特徴・要素です。それは私たちの内に起きたことを指しています。再生により、前にはなかったもの――新生した人だけが持つ神からのいのち、他の人にはない聖霊の内住――があるようになります。キリスト・イエスにあるこのいのちの霊の中には、いたるところに新創造のいっさいの可能性があります。新しい意識、新しい能力、新しい関係の感覚、新しい方針、新しい標準、新しい使命があります。まさに、それは新生児の誕生です。すべてが新しいですし、すべてを最初から学ばなければなりません。再生されるまで、神の御思い、道、標準、御旨を、私たちは本当に何も知りません。新しい生活で私たちがその中に入る自由と豊かさ、そしてそれが意味するすべては、先行する事柄に関する私たちの理解に基づきます。それからおそらく特に、死と復活において私たちがキリストと一つにされたことに関する私たちの理解に基づきます。なぜなら、この新創造の秩序の中には、古い知性のための余地は全くないからです。自分の考え、自分の願い、自分の判断、自分の選択を持ち込むことに固執するなら、たとえ「それは主の権益である」と自分では思っていても、私たちの内の御霊の働きを妨げるだけです。私たちの古い性質は、その最善のものですら、神の霊に属する最も単純なものとも全く合致しません。これを私たちは学ばなければなりません。再生は新創造であり、本質的に新しいのです。


  



  子たる身分


  



  子たる身分は、再び生まれる以上のことです。それは成長して成熟に至ることを意味します。幼年期が続いている間は、赤ん坊でいても大いに結構です。しかし、幼年期が過ぎても赤ん坊でいるなら、それは問題です。これが多くのクリスチャンの状態です。あまり深く立ち入りませんが、新約聖書の原文は子供(a child)と子(a son)をとても明確に区別しています。子たる身分は誕生によりますが、新約的な意味では、子たる身分は誕生による可能性の実現です。それは成長して成熟に至ることです。ですから新約は、成長することについて、幼年期を後にして完全な身の丈に達することについて、多くのことを述べています。この成長と共に、キリストの豊満と豊かな富が増し加わります。私たちはキリストの豊満と豊かな富に至るよう救われています。全き成長へと進みつつある人にとって、こんなに偉大な救いには多くの意味があります。言い換えると、それは「私たちがどこから（from）救われたか」の問題というよりは、「私たちはどこへと（unto）救われたか」の問題なのです。新創造の一大頂点は「神の子ら（sons）の出現」（ローマ人への手紙八章十九節）です。


  



  聖化


  



  聖化もまた、一つの面であって、必ずしも追加項目ではありません。手短かに述べると、聖化はある行動とある過程を意味します。聖化と聖別は交換可能な同義語です。第一に、この二つの言葉は、分離すること、すなわち神へと分離されることを意味します。新約聖書がとてもはっきりと示しているように、私たちはキリストの中で信仰によって義とされるように、キリストの中で信仰によって聖別されます。そして、これは私たち自身を聖なる者とする働きに先立ちます。ですから、多くの欠点を持っていた信者たちに対して、使徒は手紙をこう書き送りました――「キリスト・イエスの中で聖別された者たち」へ（コリント人への第一の手紙一章二節）。このように、私たちがキリストの中にある時、私たちに関する神の考えは、私たちは完全に主へと分離されている、というものです。地位について言うと、私たちは他の人と同じように聖別されています。しかし、信者のことをキリスト・イエスの中ですでに聖別されている者として述べている同使徒はまた、信者たちに書き送って言っています、「私はあなたたちのために祈ります。どうかあなたたちの霊と魂と体が完全に聖別されますように」（テサロニケ人への第一の手紙五章二三節）。これはまさに次のことを意味します。すなわち、私たちは地位的に聖別されるだけでなく、状態も聖別されなければならないのです。聖化もしくは聖別は、根本的に分離の問題です。堕落により、別の性質や秩序とのもつれが生じました。それは有機的なものになり、したがって構成的なものになりました。主イエスの十字架は、この秩序や有機体、そしてキリストによって代表される新しい全く異なる秩序や有機体との間に割って入ります。ですから、聖化は私たちの内側における十字架の働きであり、あのもつれた性質を無に帰し、「全く異なる」御方であるキリストを導き入れ、ますます豊かに導き入れるのです。彼の単純な説明の言葉によると、それは「自分を否んで日毎に十字架を負う」ことです（マタイによる福音書十六章二四節）。しかし、新約の後の方で私たちに与えられている、そのいっそう完全な霊的意味は、悪の体系と不可分なほど密接につながっているあの自己の命を終わらせる、私たちの内における十字架の働きです。このように、私たちはキリスト・イエスの中で信仰によって聖別されたと見なされています。聖化の過程は、神の恵みによって置かれているこの立場に経験的に近づくことなのです。


  聖化はこのように、一連のものに密接に続くものであり、身代わり、贖い、義認、和解、再生、子たる身分に基づくことがわかります。


  



  栄化


  



  主イエスの場合、苦難と栄光は常に一緒にされています。苦難は土台であり、栄光は頂石です。栄化は、あの神のいのち、神の不朽のいのちの、私たちの内における働きの自然な結果です。あのいのちの中には、栄化のあらゆる可能性があります。上で述べたことは、二つの働きから成ります。


  （１） 栄化されえないものをすべて取り除くこと

  （２）新しいいのちと共に新しい有機体を導き入れ、それを増し加えてキリストの豊満へと至らせること


  この十字架の二重の働きは栄化に至ります。栄化は霊の中で始まります。つまり、神の子供の更新された霊の中で始まります。それは、栄光の霊である聖霊の内住によります。魂――思い、心、意志：理性、願い、意志――が霊に服従させられてその僕とされるにしたがって、言い換えると、魂が私たちの霊を通して聖霊の主権の下にもたらされるにしたがって、栄化が進みます。栄化の究極的完成は体においてです。「すなわち、私たちの体の贖い」（ローマ人への手紙八章二三節）。「この朽ちるものが朽ちないものを着る時」（コリント人への第一の手紙十五章五四節）、この死すべき体は彼の栄光に満ちた体、栄光の体のようにされます。こうして、再生の働きである子たる身分が完成されます。霊、魂、体の聖化は完全な子たる身分のしるしであり、栄化はその結果です。


  これは、十字架の働きのこの広大な領域についての、ごく簡単な、完全からはほど遠い考察です。しかしそれにもかかわらず、この光に照らして見るなら、「こんなに偉大な救い」という用語に私たちは確かに賛同することができます。また、「私たちがこんなに偉大な救いをなおざりにするなら、どうして逃れることができるでしょうか？」（ヘブル人への手紙二章三節）という警告の深刻さも認めることができます。神は、御子のパースンとその十字架の働きにより、すべての必要や要求を満たし、ＡからＺまですべての基礎を網羅してくださったのです。


  



  第４章 十字架と主の再来


  



  前の章が聖霊に関する論文ではなかったように、この章もキリストの再臨に関する論文ではありません。特に目的としているのは、十字架と来臨の関係を指摘することです。ご覧になるとわかるように、これは私たちの図の最後の四番目の交線です。


  これまで、救い、聖化、聖霊は別個に扱われてきました。そしてそれらは、他とは関係を持たない孤立した教理となり、それゆえ、不正常でバランスの崩れたものとなりました。主の再来に関する教えも同じです。長い間、この問題は休眠状態にありました。無視されるか、拒絶されてきました。その後、それに関する真の覚醒があり、元の地位に戻されました。しかし、振り子の振れのように、特異な点が取り上げられるか、独立した主題になるかのいずれかでした。一方の場合、それは明らかな害を及ぼします。他方の場合、多くの害を及ぼすことはありませんが、全く益になりません。


  私たちの何人かは、あまたの再臨説よりも長生きしてきました――それらの説を唱えたのは、変人や極端論者や狂信者ではなく（中にはそのような人たちが唱えた説もありますが）、誠実で献身的な人々、さもなければバランスの取れた健全な福音的指導者たちでした。ある人々は「ゲルマン・カイザーは反キリストである」となんと確信していたことでしょう！「アレンビーのエルサレム入りは異邦人の時の終わりである」と、預言の学徒たちによってなんとさんざん書かれ、主張されたことでしょう！次に、反キリストの長い系譜にヒトラーが名を連ねました。ある有名な福音的指導者は、「あなたこそ、預言にしたがって終わりの時にローマ帝国を再興するべく、神によって起こされた人です」とムッソリーニに告げる火急の用件で、ローマに旅しました。そして、ムッソリーニはそれを引き受けたのです。さて、これはみな何でしょう？


  私たちは「時のしるし」を否定しているわけではありません。なぜなら、間違いなく、そのようなものが存在するからです。しかし、私たちが強調しているのは次のことです。すなわち、物事の霊的な面は一時的な面よりも遙かに堅実で重要であり、後者と同じくらい魅力的なのです。サタンは、明らかな誤謬によって脇道に逸らせるように、脈絡のない真理によっても脇道に逸らせるのです。


  ある愛する友人、神の僕は、預言を生涯の研究課題としてきました。彼は研究者として有名でした。その彼が、世を去って主と一緒になる前に、私に書き送って言いました、「私はこの問題全般に関して、自分の立場全体と自分の解釈のほとんどを変更せざるをえませんでした」。これは悲劇的ではないにしても、悲しいことです！私たちは大いに堅実で確かな立場の上に居る必要があります。


  



  主の来臨は十字架に基づく


  



  主の来臨は十字架の結果であり、その決定的仕上げです。


  
    「主は来臨されます。あなたの食卓で

    私たちはこれを証しします。」

  


  彼の死を示すこの食卓は、あの死を彼の再来に結びつけます――「彼が来られるまで」。


  十字架が祝福された望みの基礎であることを示す必要性は、ここではないでしょう。しかし、どうしてそうなのかを示すことは大切かもしれません。なぜなら多くの人は、「再臨は独立した出来事、すなわち、経綸上の動きに関する計画表や時刻表の中の出来事にすぎない」という考え――真剣に熟考されたことのない考え――以上の考えを持っていないからです。時計が十二時を打つ時、主は来られるでしょう。御父は「ご自身の権威によって」その時や時期を定めることができます。しかし、この問題に触れる時、私たちは神の不思議な道の一つに直面します。聖書にそのいくつかがあります。自由意志と予定とを調和させられるのは、ただ神の知恵だけです。私たちにはできません。同じように、クリスチャンの意志の特定の状態が、主の来臨の特定の時刻と一致するであろうことは、私たちの理解を超えています。しかしこの両方とも、聖書はとてもはっきりと示しており、強調しています。これに議論の余地はありません。ある時、主は来られるでしょう。その時を彼はよくご存じですし、その時は彼によって定められています。しかし他方、主の来臨は歴史的問題であるだけでなく、霊的問題でもあるのです。


  再臨論のこの霊的な面に、教会とその教師たちは非常に弱いです。イサクのもとに花嫁を連れてくるために送り出されたアブラハムの僕は、キリストのもとに花嫁を連れてくるために送り出される聖霊を予表していました。同じように、これは花嫁が彼に向かって霊的に前進する問題であり、御霊が彼のことを示す問題でもあります。レベカはメソポタミヤからカナンまでひとっ飛びしたわけではありませんでした。それは長く辛い試練の旅であり、信仰を大いに働かせる必要がありました。その土地に根ざすすべてのものやすべての人から離れるという問題がありました。僕を絶対的に信頼するという問題もありました。間違いなく、「目的は確かなのだろうか？」と疑問に思う誘惑が一度ならずあったでしょう。不慣れな道の大変さやその長さから生じる反動との、絶え間ない戦いがありました。しかしこれはみな、この選ばれた花嫁を彼女の大いなる使命にふさわしい者とするために、また使命達成の歓喜をいっそう大きくするために必要だったのです。キリスト出現の時、キリストとの結合は究極的に完成されますが、これはせいぜい、その霊的な面の貧弱な絵図にすぎません。


  実を言うと、彼が私たちに向かって進まなければならないように、私たちも彼に向かって進まなければならないのです。地上のあらゆるものと心から決別すること、霊的にこの世を去ること、キリストに属する事柄に従事すること、辛抱強い忍耐、信仰の成長が、彼の来臨と私たちが彼と共に前進することに関して、不可欠で不可分な要素なのです。


  クリスチャンの自動的な携え上げに関する意見の相違や、キリスト再来の時、教会全体が引き上げられるのかどうかに関する意見の相違は放っておきましょう。このような事柄について、理論や教えを公式化する必要はありません。部分的携挙を支持するかもしれませんし、あるいは支持しないかもしれません。しかし、一つのことからはだれも逃れられません。神はここではいかなる説の余地も残されませんでした。霊的分離、献身、待ち望む姿勢が、彼の出現の時に彼に受け入れられることと、常に密接に関係しているのです。どうして別のことを論じて、神の恵みを当てにすることに賛同するのでしょう？なぜ、恵みに関する誤った考えで危険を冒すのでしょう？神は私たちに積極的命令以外の何ものも与えておられないというのに。ご自身と完全に同行しない人のための余地があるのかどうか、神は全く何も語っておられません。


  私たちの図には、二本の青い線があります。青は天的な性質を象徴します。イスラエルは荒野で、着物の裾につける青いしるしを与えられました。これは、彼らが――神の御思いでは――天的な民であることを表していました。彼らはエジプトに属していなかったように、もはや荒野にも属していませんでした。荒野は自分たちの天的性質――天的ないのち、能力、導きなど――を知り、それを実証する場所でした。そして、それは常に、彼らの真の故郷である「天の故郷」を示していました。しかし、ヨルダン川はそれに入る道であり、真の渡渉点でした。ヨルダン川は永久にキリストの十字架を表します。紅海は彼らのために神がなさったことを表していました。それと同じように、ヨルダン川は彼らの中で完成される働きの絵図だったのです。


  「エペソ書」は「ヨシュア記」に対応します。それは「キリストにあって天上にあり」ます。しかし、聖霊は歴史的な書――「テサロニケ人への手紙」――を最初に書き、それが「エペソ書」の後にくるようにされました。まるでこう言わんばかりです――「主の再来（「テサロニケ人への手紙」の主題）は、教会がその天的な立場に達する結果なのです」。


  これについては、次の章で教会を取り扱う時、さらに述べることにします。しかしここでは、次の神聖な啓示を強調したいと思います。すなわち、十字架は私たちをこの世から、この「肉」から、サタンの権威から分離し、私たちをキリストに結合し、天的な立場にもたらし、霊的な民に構成します。主が来られるのは、このような人のためなのです。ダビデが簒奪者であるアブサロムとその仲間によって自分の地位を追われた時、彼は卓越した知恵と信仰を働かせて、アビアタルを契約の箱と共に都に送り返しました。それがそこでの彼自身の足場でした。それは、たとえ彼がそこで拒絶されても、常に彼に場所を与えるものだったのです。そこに彼は戻ってきます。それは彼の砦であり、彼の磁石でした。主は当然のことのようにただ戻って来られるだけではありません。彼はあるもののもとに、あるもののために来られるのです。これは愛の問題です。彼はご自身の花嫁のために来られるのです。しかし、それは相互的でなければなりません。「彼の出現を愛する者たち」。ですから、十字架は開始の時に大きな役割を果たすだけでなく、完成の時にも大きな役割を果たします。そして、十字架が原則や力として生活の中に働くことにより、民の準備は整います。この「準備の整った民」のために、主は来られるのです。この準備は心の状態と関係しており、預言の真理の知的理解とは関係ありません。


  



  第５章 十字架と教会


  



  私たちの図の四つの交線――十字架とキリストのパースン、聖霊、こんなに偉大な救い、再臨――を扱ったので、次に進んで、これらが――第一に――「彼のからだである教会」と記されている円の中に入り、その中を通ることに注目しましょう。


  教会の永遠の選びとその現在の使命に関する教えにより、また、この経綸の開始時におけるその実際の現れにより、聖書は、この四つの偉大な事柄の内容と意義が示される第一の領域は教会であることを示しています。この図に示されている個々の分析について扱うつもりはありませんが、この分析をざっと眺めると、二つのことがわかります。すなわち、この四つの事柄の意味と内容、そして教会の性質と使命がわかります。


  明らかではありますが、ここで次のことを述べなければなりません。この四つは一つであり、もしこの四つが一つに保たれなければ、教会は神の意図や御旨にかなう教会ではなくなってしまうのです。これについては後で再び述べます。


  神の永遠の定めによると、神がキリストの意義――御子のパースン――を啓示されるのは教会においてであり、教会によってです。同じように、聖霊の意味と真価がすべて現されるのも教会においてです。こんなに偉大な救いは教会を構成するものであり、その性質と使命を両方とも規定します。キリストの再来の主要な意義は教会にあります。繰り返しになりますが、この四つを教会との正しい関係から切り離すなら、教会を除外して教理を教会から引き離すなら、教理を実際的・実行的表現手段を持たない、肉体から分離された霊にしてしまいます――別個のものにしてしまいます。この四つを表わさない、いわゆる教会を持つことは、詐称することであり、偽物を持つことであり、霊や個性のない体、神経や生ける表現のないプラスチックの体を持つことです。


  次に述べるべき第一の要点は、キリストとの関連で教会は神の関心事であるということです。


  



  教会は神の関心事である


  



  予定にしたがって創造された宇宙は、万物をキリストの中に集約するという究極的結果に至らなければなりません。これが神の永遠のご計画の中で決定されました。この決定がなされた時、次のことも決定されました。すなわち、一つの選ばれたからだ――それはキリストのからだであり、教会と呼ばれます――が、彼の豊かさの器・伝達手段となり、すべての中ですべてを満たしている彼の全豊満にならなければならないということです。これをなすのは教会以下の何ものでもなく、教会以外の何ものでもありません。神はこの目標に到達するまで決して止まりません。人数が多くても少なくても、ご自身に関係する個々の人では決して止まりません。神は一人のアダムを造るのと同じくらい容易に千人のアダムを造れたでしょう。しかし、神はそうされませんでした。なぜなら、一人のアダムは包括的であって、多くの人が一人の人の内にあることを示しており、多数が一人の内にある団体的な命を示しているからです。これがアブラハム、ヤコブ、ダビデ、キリストの基本原則でした。教会が体現している団体的な有機的原則を無視したり破ったりするなら、そして、施設、組織、友愛団体をその代わりとするなら、あなたは一代以上それを存続させられるかもしれませんが、それは機械のすりへった部品を交換することであり、有機的ないのちの複製ではありません。神の完全な御思いにかなう教会ではないものは、そこそこ進めるだけで、やがて自分の過去、伝統、創始者、知名度に頼って存続するようになります。特別な必要のために（これについては後で述べます）神によって祝福され、顧みを受けたにもかかわらず、限定された個別の務めになってしまったものがたくさんありましたし、今もたくさんあります。それらは、ある一定の数を超えて、有機的な複製を生じさせていません。それらは、キリストの豊満を生ける方法で完全に表現するために、自分の種を有機的な方法で送り出していません。このようなものがこれまでたくさんありました。それらは当時必要とされていた務めであり、価値がありました。また、主に認められていただけでなく、彼の愛のゆえに熟慮をもって贈られたものでした。それは決定的な転機でした。その結果、一方において調整がなされ、拡大と新たな命と意義に至りました。また他方において、神がそのような変化を必要としておられることを認めたくないせいで、以前の性格や活力が気づかぬうちに絶えず静かに失われていき、初代の僕の生涯の最期が近づくにつれて終息するか、あるいは働きを継続するために顧問団が形成されました。多くの場合、それは証しのないシロの幕屋のようになりました。


  主は、ある特定の目的のために、失われた意味を強調したり回復したりするために、僕や務めを祝福されるかもしれませんし、興すことさえされるかもしれません。しかし、「関連する特徴や特質を理解して受け入れるべき時が来ている」と神がご覧になる時が来ます。それに関する光が現存していて活用できるよう、神は配慮されます。将来の増し加わりはすべて、責任ある当事者たちの応答にかかっています。神は完全な御旨――教会――に達するまで、決して最後まで止まりません。教会に関係する十字架の一つの面がここにあります。十字架が神のあらゆる御旨への適応性や拡張性を生み出したことが実証される時だけ、神は私たちと共にいつまでも前進することができます。「神が開始されたことに間違いはないのだから、それは不動のものであり、さらに進んだ神の事柄へと発展させる必要はないし、調整の必要もない」という頭の固さは結局のところ致命的です。神はご自身のものを必ずしもすべて破棄されるわけではなく、さらに広い場所に置かれるのです。実を言うと、教会に関する完全な御旨を神が成就するには――それが比較的小さな群れの中でも――今のような状況では多くの調整が必要です。これは生か死かの問題であり、得るか失うかの問題です。どちらになるかは、十字架の意義をどれだけ真に理解するかによって決まります。新約聖書中の「もしも（ifs）」の途方もない意味はこれと関係しています。クリスチャンに対して「もしも（ifs）」と告げられる時、それは救いと関係しているわけではありません。


  このことから、神の御言葉が教会について教えていることを述べる必要が生じます。


  



  教会とは何か


  



  御子に関する主の永遠の御旨にとって、教会は無限の重要性を持っています。そのため、大いなる敵が何よりも熱心に努めているのは、教会の中に混乱、誤解、幻滅、幻想、混乱を持ち込むことです。一方において、教会はこの破壊者の明白なしるしを帯びています。また他方において、混乱やごたごたのせいで、神の真の僕たちの多くは、完全な教会の務め以外のものに向かっています。この事実はまさに、サタンから見たこの問題の重要性を示しています。団体生活という教会の原則を表すもの――一体性、交わり、有機的関連性――は必ずすぐに、分裂させ、混乱させ、破壊しようとする、悪魔の興味と関心の的になります。問題の中に潜んでいる悪魔的要素は、その問題を人の不合意以上のものにしてしまいます。この悪魔的要素は不合意よりも遙かに巧妙で扱うのが困難です。たとえ謝っても、真の問題は最終的に解決されません。この光の中で、教会の真の性質を理解・認識する必要があるのです。


  もちろん、教会とは何かを決める支配的要因の一つは、私たちの立場です。しばしば尖塔や塔を持つ建物が教会と呼ばれますが――霊的知性を有する人はだれもそうだとは信じません――これは要点を説明するのに役立つでしょう。教会と呼ばれているこのような建物が尖塔の上に立っており、普通なら尖塔の頂がある所にその本体があるのを見たとしましょう。あなたはこれを何と言うでしょう？あなたは二つのことを言うでしょう。一つは「上下逆さま」であり、もう一つは「先端が重い」です。おそらくあなたは、「馬鹿げている！」と言うでしょう。しかし、それは全くあなたの立場によるのです。飛行機に乗って三千メートル上空に昇り、雲を自分の地上としてそれを見たらどうでしょう？そこではそれは正常ですが、地上の通常の場所からだと上下逆さまです。それは私たちの立場が地的か天的かによるのです。新約の立場――それは「天上にある」立場です――から見ると、地上にある現在の教会は上下逆さまです。その本体は地的であり、ごくわずかな部分だけが天的です。教会の尖塔を発明した人がだれであれ、その目的は間違いなく、教会は天を指し示すことを示すことです。もちろんこれは真実です。しかし、これを見る別の見方もあります。実際、神の立場からだと、今の時代、教会のこの世との関係は証し以上のものではありません。教会はおもに上を指しているのではなく、天的なものとして下に証ししているのです。現在これ以外の仕方で教会をこの世と関係させるなら、教会がこの世に対して衝撃力を及ぼす上で真に重要なものをすべて失ってしまうでしょう。ですから、教会は国家的なものではありえませんし、国際的なものでもありえません。神にとって、中国教会、インド教会、アメリカ教会、イギリス教会なるものはありません。教会はどの国にも属しません。どの国や国々の中にあったとしても、それは教会でしかありえないのです。また、教会はあらゆる国々や国民――アジア人、アメリカ人、ヨーロッパ人など――から成っているわけではありません。教会の中には「ギリシャ人もユダヤ人もありえません」。あるかのように考え、話し、行動するなら、嘆かわしいことに、教会に関する神の御旨を見ることに失敗しているのです。これについて正しいか間違っているかは、とても重要です。


  同じように、私たちは教会に関する真の理解を持ち、教会は決して宗派や超宗派や非宗派のようなものではありえないことを見なければなりません。世の「諸教会」連合は神の観念に全く届かないでしょうし、国際連盟が惨めに破綻したように、その霊的価値も惨めに破綻するでしょう。それは霊的大失敗の別のものにすぎなくなるでしょう。


  教会は先述したすべてのものの中に見いだされるかもしれませんし、見いだされないかもしれません。しかし、教会はそれとは別のものなのです。


  ご覧のようにこれまで否定的な面を扱ってきましたが、これをもう少し続ける必要があります。教会は神聖な啓示の特別な線や尺度に基づいて構成されるわけではありません。これを思い出す必要がある誠実な神の民がいます。教会やキリストのからだに関する光が、それを持つ人々を教会にするわけではないのです。教会は十字架とからだの完全な意味を見ることによって建造されるわけではありません。これが重要なのは教会の表現に関してであり、これはその事実の基礎ではないのです。


  この問題に影響を及ぼす否定的な要素が他にもたくさんあります。しかしそれらについては、積極的な面に進む時、網羅することにします。もし私たちが先に述べたものによって動かされ、影響されるなら、それは結局のところ、私たちがまだキリストを見たことがないからなのです。


  



  教会はキリストの表現のためである


  



  キリスト――この御方は神の子であり人の子です――は、その復活したパースンや人性においては、ユダヤ人ではありません。彼は他のどの国民でもありません。彼は全く異なる御方です。最初のアダムの国籍は何だったのでしょう？彼は人類でした。聖書によると、いっさいの区別や相違はサタンと反逆のせいで後で生じたものですが、神はキリストによりこれらの区別や相違が生じる前まで戻られたのです。神はそれらの前まで戻られました。そして、神は壮大な結果に至るでしょう。その時、一体性があらゆる点で絶対のものとなります――現在、神の御心に関して言うならキリストはすべてのすべてですが、実際的にも普遍的にもキリストがすべてのすべてとなられるのです。神の教会にとって、キリストという土台以外の土台はありません。性質上私たちに属するものや、この今の悪の世に属するものは、教会ではありません。なぜなら、教会は団体的に表現されたキリストだからです。これを霊的に理解するなら、その結果、私たちは「……の教会」とか「何某教会」について話すのをやめるでしょう。思いに徹底的な変革があるでしょう。そして言葉使いが調整されるでしょう。しかし、それはごく自然にそうなるのであって、奇をてらったり、わざとらしかったりしないでしょう。


  新約聖書で聖霊が示しておられるとおりにキリストを見るとき、教会が信者の内に住まわれるキリストによって始まることがわかります。


  



  信者の内に住まわれるキリスト


  



  ひとたびキリストが真に内側に住まわれるとき、いのちによる有機的結合が確立されます。これはからだの結合（Body union）です。主の食卓はこれを証しするものであり、すべての真の信者のためです。「使徒の働き」に見られるように、教会に関する完全な光は教会の初期には与えられていなかったことは明らかです。しかし、教会の事実はありました。彼らは「しっかりとパンを裂き」続けたのです（コリント人への第一の手紙十章十六～十七節を見よ）。


  しかし、そのパンを裂いて配ることは、決して多くのパンや体を造ることではありません。それは依然として一つのパンです。たとえキリストが一万人の心の中に分け与えられても、それは一万のキリストではなく、依然としてひとりです。このように教会はキリストなのです。


  教会の成長は同じ原則に基づきます。それは内的に、また範囲的に、キリストが増し加わることです。キリストが多くの場所を得るにしたがって、あるいは彼の度量が信者の内で増すにしたがって、教会は増し加わります。教会が外に向かって人数的に成長することは、キリストがいっそう多くの人の生活の中に入り込むことにほかなりません（エペソ人への手紙四章十五～十六節を見よ）。キリストの度量が、教会が強いか弱いか、大きいか小さいか、効率的か非効率的かを決めます。しかし、私たちは物事を混同するべきではありません。第一に、私たちはキリストと組織――キリストや教会の周りに成長した組織、あるいは形成された組織――を混同するべきではありません。次に、「このような組織の中にいる信者は教会ではない」という精神的態度を取るべきではありません。このような精神的態度は実際上、凶暴な宗派心と同じくらい分裂的になりえます。それから、教会の事実と教会の表現を混同するべきではありません。ここで多くの人が間違いを犯します。それは多くの場合、いわゆる「教会」の悲惨な混合と霊的貧困に対する反応です。


  教会の事実と教会の表現とは別のものです。実は、かしらであるキリストとの生ける結合の中にある人はみな教会なのです。教師の中にはＧ．Ｈ．ペンバーのようにこれに同意しない人がいることは承知しています。また、このような立場を取ることから生じる問題を、私はすべて承知しています。「今の時代、教会と教会以外の信者が存在しており、この二つは別のものである」ということを信じるに足る十分な根拠があったなら、どれほど多くの問題が解決され、どれほど多くの困難が克服されていたことでしょう！たとえば、「なぜ教会に関する証しに応答する人がこんなに少ないのか」という問題を解くことができたでしょう。しかし、これは役に立ちません。同じことが、「なぜこんなにも多くの人がキリストに全く応答しないのか」という問題にも言えます。


  教会の表現は事実以上のものであり、キリストの絶対的頭首権を認めることを必要とします――つまり、その教理を聖霊によって生かし出すことが必要です。新約聖書の書簡は、信者をキリストとの基本的関係の中にもたらしたわけではありません。その関係がいかなるものであり、何を意味するのかを啓示して、これに関する信者の立場を示したのです。外側の体格に関して言うと、ひどく障害のあるやつれた不健康な体を持つおそれもあります。しかし、「それは全く体ではない」とは言えません。コリントにおけるからだの表現はこのようでした。状況はこれ以上悪くなりえないほどでした。今日、もしそのような状況が一地方教会の中に存在するのを聞いたなら、私たちは「その教会はキリストとの活ける関係にない」と書き送る激しい誘惑にかられたでしょう。パウロはコリントに対してそうしませんでした。彼は「コリントにある教会へ」と彼らに書き送り、キリストとキリストの団体的意味を彼らに示そうとしました。それはキリストの絶対的主権に関する問題になりました。


  昇天したキリストによってすべては完成されています。しかし、その「すべて」が何なのか、すべての信者が知っているわけではありません。したがって、それを表現することに失敗しているかもしれません。それを表現することには大いなる価値があり、神の永遠の御旨と満足がこれにかかっているほどです。また、すでに述べたように、これに至る務めや、教会の霊的実際の表現に対して、サタンの大きな怒りが向けられています。これは、キリストが完全にご自身の地位に就かれることであり、サタンにはもはや場所がなくなることです。


  ですから、教会――からだ――に関する光がなければなりません。これはとても重要です。繰り返しますが、強いか弱いかはこれにかかっています。ここで十字架が必要になります。


  



  十字架の必要性


  



  人が出て行かないかぎり、キリストは入って来れません。これは最初の段階でも、発展の段階でもそうです。キリストの中には、サタンによって生み出された、他の人に関する堕落した判断、思い、力、感情などの余地はありません。キリストの度量は、キリストではないものが出て行くことによります。遅かれ早かれ、基本的な包括的事実として、これに敢然と直面しなければなりません。次に、キリストのかたちへの同形化は一生の過程であること、この一生の過程は十字架の基礎に基づいて進むことを認識しなければなりません。これは一回、二回、数回と、キリストが新たに死なれることではありませんし、十字架を繰り返すことでもありません。そうではなく、一度かぎりなされた十字架の意味・意義の作用なのです。私たちの天然に属するものが教会の中に存在して影響を及ぼすなら、キリストを制限することになります。したがって、教会を否定することになり、キリストの絶対的頭首権に逆らうことになり、霊的弱さを生み出すことになり、サタンを権威の座につかせることになります。これはすべてキリストの十字架によって対処されます。ですから、宮の入口に祭壇があるのです。それは大きな祭壇です――全焼の供え物を丸ごと焼くことができます。神の永遠のご計画では、十字架の偉大さはそれと関係しているものの巨大さに由来します。そして、十字架はそれを可能にするのです。


  上述したことが関係や関わりなどについて数々の実際的疑問を引き起こしたとしても、「あなたはあれやこれをするべきです――これを離れ、あれに加わりなさい」とは私たちは言いません。私たちが言うのは次のことだけです――もういちど十字架を正面からよく見てください、「あなたの全き御思いの中で十字架が何を意味するのか、私に示してください」と主に求めてください、主イエスを絶対的かしらとしてください、この要求に応じてください、彼があなたに示されることに従順であってください。


  



  第６章 十字架と教会（続き）


  



  教会についての考察の中で、私たちは「表現」という言葉を数回用いて、天的な観念及び性質とその実際的適用との違いを述べました。この後者にはとても大きな重要性があります。代々にわたる衰退や失敗に対する神の応答はすべてここに見られます。地上の全教会が、その性質に関して、神の御思いの真実で完全な表現になることはないかもしれません――初期の頃からそうだったためしはありません――しかし、神は決してこの失敗に順応されませんでしたし、「何であれ得られるものに満足します」と示唆することもされませんでした。神は完全な御心を保持して、新約聖書の完全な啓示を保たれます。そして、その恩恵にあずかる多くの人に代価を払うことを求め、それに応じて霊的度量を定められます。他方、神はこれに役立つあらゆるものを祝福されます。


  ですから、私たちはこの宇宙における教会の表現に関して、ある事を言わなければなりません。なぜなら、私たちは次のことを覚えておかなければならないからです。すなわち、教会はこの世のものを超えたものであり、宇宙的なものなのです。今日も、教会の責任は「天上にいる支配たちや権威たち」（エペソ人への手紙三章十節）まで及んでいます。すでに述べたように、教会が団体的に表現されたキリストである以上、キリストとの対応を考えることにより、教会の召命のこの実際面を最もよく理解できるでしょう。


  



  霊的に表現されたキリスト


  



  キリストが地上で霊的にどのような御方だったのかを見るなら、それはおもに、いのち、光、愛という三つの偉大な力と衝撃力に関係していたことがわかります。こう述べるだけで、新約聖書の平均的な読者に対して、これに関する少なからぬ題材を与えることになります。


  



  「彼の中にいのちがあった」


  



  いのちは聖書の最大の問題であり、したがって創造の最大の問題です。聖書はいのちの木をもって始まり、同じものをもって終わります。その間にあるすべてのもの――これは被造物の全歴史を網羅しています――は、この問題に集中しています。被造物の歴史はこの一つの問題に関する長い絶え間のない戦いです。キリストが言われたように、旧約聖書のすべての箇所が彼に対する証しである以上、このいのちの結果は復活して死に打ち勝ったキリストの内に見ることができます。「使徒の働き」の書に記されている教会の宣べ伝えは、キリストの復活の宣言です。このように、キリストは死の滅亡と勝利のいのちの総括的かつ網羅的な体現者なのです。彼のからだである教会はこれを証しします。それは第一に、教理的に、また言葉としてではなく、実際的に、事実としてです。教会はこの点でキリストの後継者となるよう定められています。教会が第一に証しを担うのは、歴史的出来事や新約の教えに対してではありません。そうではなく、教会はいのちに関してキリストの化身そのものとならなければならないのです。


  いのちが現される三つの方法があります。


  



  （１）いのちは属に特有のものである


  



  神の創造の原則は生物学的です。いのちは万物に対する鍵です。神がいのちを物質の中に置かれた時、神は外部の刺激や指示とは別に動く経路を設けただけでなく、その生命体が自分の属する特定の王国――人、動物、植物など――にしたがって完全に成長する可能性をも導入されました。いのちは自分の種類にしたがって生じました。いのちはただただ生じたのです。罪が入り込んだ時、いのちのための戦いと生存競争が始まりました。しかし、その変化がいかなるものであれ、いのちは依然として被造物を進ませていますし、進ませ続けています。同じように霊の領域でも、いのちは万物に対する鍵であり、この被造物が存続するための唯一の根拠です。万物は教会のためにキリストにあってまとまっていますが、この教会の起源はキリストの復活です。ですから、教会はキリストの勝利のいのちを移植されているのです。「教会は彼の新創造」であり、彼は教会の新創造のいのちです。教会の存在自体が、キリストの復活のいのちに基づいています。教会は最終的に、「わたしは（中略）生きている者である。わたしは死んだが、見よ、永遠に生きている」と自分の前に立って言われる御方によって裁かれます。健全な教理、多くの活動、高い水準の道徳的高潔さだけでなく、いのち、死に打ち勝って地獄を征服するいのちが試金石なのです。


  



  （２）いのちは力強い


  



  教会の原動力はいのちの力です。エゼキエルが見たケルビムと輪の幻は、キリストと教会の象徴です。この幻では原動力はいのちの御霊でした。それは力の絵図です。絶えず前進し続け、止まることなく、まっすぐ進みます。それは団体的に表現された生きものです（「獣」や「被造物」ではありません）。この象徴と草創期の教会におけるその霊的実際との対応を見ることは難しくありません。いのちが責任を負いました。すなわち、いのちの霊である御霊が責任を負われました。そして、その動きには多くの力が伴っていました。証し、福音伝道、相互の顧み、他の多くのことが、いのちの現れでした。それは人造の情熱、熱狂、感情、促し、勢いではありませんでした。それは、外から加えられる刺激では説明のつかないものでした。そのようなものだったなら、外面的手段で保たれる必要があったでしょう。しかし、これは自然なものであり、あらゆる障害を超越するものだったのです。


  「私たちの内に働く力」「私たちの内に働く御旨にかなった働き」「私の内に力強く働く彼の働き」について読む時、そのギリシャ語は「力」「力づける」「力づけること」です。それは聖霊による神のいのちの力であり、しばしば人の脆さや弱さの上に据えられ、こうして「キリストの復活の力」に対する力強い証しとなります。教会の内にある神のいのちの超自然的な力以外に、教会の持続性や達成を説明できるものはありません。この証しのために教会は存在しているのです。ガリラヤ人であるナザレのイエスがこんなにも長い期間にわたってこの世に影響を及ぼしてきた理由を知るには、彼を深く調べなければなりません。そうすれば、彼の内にあったいのちの秘密を見いだすでしょう。彼はこのいのちを新生の時に与えてくださいます。同じように、教会の秘密はその外形よりも常に深いものでなければなりません。それは教会の内にある神のいのちそのものの力でなければならないのです。


  



  （３）いのちは増殖する


  



  これこそいのちの意味です。いのちは喜び、力、美、活動を意味するかもしれませんが、その本質的意義と至高の機能は増殖性です。いのちは自分の種類にしたがって増殖する道を必要とします。伝達機能を否定することにより、いのちに至る正当な道を拒否する生命体はみな、信任義務の不履行違反を犯すのです。「いのちを保有して、ただ楽しめばよい」というところはどこにもありません。増殖は果たされるべき神聖不可侵な職務です。マタイによる福音書二一章のあの枯れたいちじくの木は、果たされなかった責任の比喩です。受けたけれども次に伝えなかったのです。いのちを持ち、それに自由な道を行かせるなら、自然に増殖します。これは事実を述べているだけでなく、試金石でもあります。新約の教会、すなわち新約に記されている教会は、機構、組織、広告、宣伝なしに、自然に増殖する教会でした。教会は内にあるいのちの力だけで広まったのです。組織化されたキリスト教の中には、神のいのちの代替物がたくさんあります。これが遅々とした困難な行程、多大な出費、成果の質の低さの理由です。教会の代わりになるものは何もありません。いのちを自然に増殖させて「自分の子孫を見る」御方であるキリストを表現する教会の代わりになるものは何もありません。いのちに逆らうことはできません。いのちを邪魔しようとするなら、とても重大な結果を招きます。いのちなるキリストが最後に大群衆を伴って現れることになります。


  しかし、このいのちの増殖性は十字架によります。これに関する聖書の古典的な御言葉はヨハネによる福音書十二章二四節です。一粒の麦は死んで増殖します。キリストご自身もこうしてご自身の教会を生み出されました。ですから、キリストのあの団体的表現は彼の死によるだけでなく、潜在的にすべての人の死にもよります。真に生きている人は、「キリストと共によみがえらされた」人です。これが教会です。増殖し続けるには、死と復活によるキリストとの合一を、それによって神が意味しておられるいっさいのことと共に、信仰によって受け入れ続けなければならないのです。


  



  「このいのちは光であった」


  



  新創造の順序、すなわち霊的順序では、光がいのちに続きます。いのちは光に先立ちます。ニコデモは暗闇の中で手探りしている人でした。キリストは彼に言われました、「人は新しく生まれなければ、見ることはできません」。光は見るための大いなる要素です。ですから、光は知ること、知覚すること、確信することを意味します。光がいのちを通して来る以上、光は主観的・内面的なものでなければなりません。生まれつき盲目だったにもかかわらず視力を受けた人は（ヨハネによる福音書九章）、この完全な例であり型です。イエスの接触がいのち、活力を伝えました。彼は見ました。次に、彼の信仰をむしばみ、彼の心を傷つけようとするあらゆる試みに対して、彼はただ「自分は視力を持っており、これこそが真に重要なのです」と答えました。そこにはたんなる教理上の議論はありませんでした。それは教えの特定の系統や真理の視点の問題ではありませんでした。生ける光であるキリストだったのです。彼は照らす光を得ただけでなく、視力をも得ました。彼が得たのは何かに関する情報ではなく、その理解だったのです！


  これは教会に対するなんという要求でしょう！キリストは理論、解釈、教理、推測、情報、題目などではありません。キリストは暗闇に射し込む光です。ですから、「暗闇は彼に打ち勝たなかった」のです。キリストの団体的表現もまさにそうです。「そうなるべきである」と言っているのではなく、「そうである」と言っているのです。教会が自分の真の地位に就いて、キリストと真実な関係にある時、教会はこれであるのです。キリストご自身の場合と同じくらい、これは教会についても真実たりえるのです。


  光の効果について多く記すこともできるでしょうが、ここでは霊的事実だけを述べることにします。そして、掘り下げることは関心のある人にお任せします。太陽が力強く輝いている時、光に関する理論を議論する必要はありません。かりにそうするなら、それは性質上、すでに存在しているものを説明することにすぎません。今日のクリスチャンの教えの十分の九は、ある事が起きたらそれに続いて何が起きるのか、何が広まるのか、その結果どうなるのか、ということと関係しています。あるいは、ある事を守ったら何が起きるのかを説明するものです。「いま起きている事を説明せよ」という求めはほとんどありません。「これはどういう意味でしょうか？」という問いに対して、「これは……です」と答えることはほとんどありません。しかし、そのように答えなければならないのです。新約の教理はおもに起きた出来事の説明でした。いのちに基づく光として、教理は重要です。しかし、このいのちが「教会の秘訣は何だろう」という疑問を人々の間に生じさせる地点に、教会はなければなりません。これが事実となる時、実際に教会の務めが始まります。ペンテコステの日がそうでした。キリストが地上におられた時、彼がなんと悩ましい謎だったのかをご覧なさい。「この人はどこからこの知恵を得たのだろう？」。学校、学びの座、書物からではありませんでした。そうではなく、御父との交わりにより、御霊の油塗りの下で、彼は御父がなさっていることをご覧になったのです（ヨハネによる福音書五章十九節）。教会もまさに同じでなければなりません。信じない者を困惑させ、好奇心を持つ者を打ち破り、偏見を持つ者には事実を示し、真の追求者に対しては光でなければならないのです。


  しかし、神の働きがなされる方法に関する自分の知恵に対して、教会は深い磔殺たくさつを経験しなければなりません。十字架の死の面では――そこでは、天然の人は神から締め出されます――何の光もありません。教会は盲目のまま、「ダビデの子イエスよ、私をあわれんでください」と叫ばなければなりません。この砕かれた心、無力さ、絶望、そして信仰は、人のいのちと光である御方以外のあらゆる力に対して死んだことの表れです。光に対する教会の証しというこの問題全体を、十字架が支配しているのです。


  



  キリストの愛


  



  キリストは地上で人のいのちであり、光でした。それと同じように、キリストは地上で神の愛の化身であり、表現でした。これを示すのに、新約聖書に記されていることを掻き集める必要はほとんどないでしょう。これはみな、とてもよく知られています。同じように、キリストが神から遣わされたことを教会が示すのは、この愛によります。これを示すために、聖書を多く引用する必要はないでしょう（ヨハネによる福音書十七章二一節）。


  しかしこれに関して、その意義を示すものではありませんが、新たに強調すべきことがいくつかあります。私たちが教会と十字架について扱っていることを見るなら、新約聖書の特定の箇所に必要なものがすべて見つかります。その箇所に、これが完全に描写されています。エペソ人への手紙で、光は愛に基づくことがきわめて鮮やかに明らかにされています。


  



  光は愛に基づく


  
    「あなたたちが、愛の中に根ざし土台づけられて、理解する力を持ちますように。」（三章十七、十八節）

  


  手紙の初めのあたりに、「あなたたちの心の目が照らされて」という言葉があります（一章十八節）。次に、なんと素晴らしい事柄が続くのでしょう。それらの事柄は教会が知るべきものです！しかし、それについては考えずに、次の事実について考えることにします。すなわち、光と知識は愛の中に根ざすことから生じる実なのです。神は愛をおもな特徴とする人にしか霊的な知識――豊かな霊的知識――をお与えにならないようです。もちろん、神に対する愛のことです！しかし、神の民やすべての人に対する愛でもあります。


  
    「わたしは父を愛しています。」（ヨハネによる福音書十四章三一節）

  


  「父は子を愛して、すべてのことを子に示されます」（ヨハネによる福音書五章二〇節）。キリストの御言葉によると、彼が御父からあらゆることを知らされているのは、彼と御父との間の相互の愛によります。しかし、キリストは選民や世に対する神の愛の個人的な化身であり現れでした（ヨハネによる福音書三章十六節：十七章二三節）。（エペソ人への手紙五章二五節も見よ。）ヨハネは愛の使徒として知られています。彼を通してなんという霊の光の富が私たちに来たことでしょう！神の愛というこの問題について、パウロはだれにも引けを取りませんでした。そして、愛に関する不朽の名言を私たちに与えました（コリント人への第一の手紙十三章）。教会はなんという啓示の豊かさと深さを彼に負っていることでしょう！


  科学者は涙を水、塩、粘液の観点から説明するかもしれません。しかし、母親や恋人はその真の意味を理解します。頭でっかちな知識に霊的価値は全くありません。心――労苦、苦難、熱望、魂に対する主への悲嘆――を通して来る知識だけが、生命力のある知識なのです。ヨハネやパウロや他の人たちが持っていた知識の富のいったいどれくらいが、教会のための彼らの心労から発していたことでしょう？それを取り去るなら、あとにはほとんど何も残りません。


  



  愛は建て上げる


  
    「からだを成長させ、愛の中でそれ自身を建て上げるに至ります。」（エペソ人への手紙四章十六節）

  


  教会を建て上げる材料について考える時、あなたは愛については考えてこなかったかもしれません。真理は必要です！教えは必要です！知識は必要です！しかし、聖霊は愛だけを取り上げて最も強調されます。エペソは明らかに、何か霊的に価値あるものを象徴していました。聖霊がこのような光、全聖書の他の何ものにも優る光を、制限されずに与えられた事実は、容量の大きさを示す十分な証拠です。私たちが御霊の中で奉仕する時、私たちは自由を持つか、あるいは聴衆の霊的容量によって制限されるかのいずれかです。私たちはこれをどれほどよく知っていることか。私たちはしばしば先に進みたいのですが、どうしてもできません。それは私たちに戻ってきます。別の時や別の場所だと、最後まで進むことができます。パウロがこの手紙を書いた時、彼はひたすら最上級表現を積み上げていきました。聖書の中で最も長い読点のない文章がそこにあります。彼は句読点の規則や決まりを守るために止まることができませんでした。主のこの解放の理由は、黙示録に記されているエペソへの彼の使信の中に確かに見いだされます（二章四節）――「あなたは初めの愛を離れてしまいました」。「初めの愛」。エペソにある教会の初期には、主にとってとても尊い何かがあったにちがいありません。これは失恋した恋人の叫びのようであり、すすり泣きのようです。その愛は嫉妬に変わり、価値を損なうものや不忠実さに対して激しく怒ります。「この世の神」が勝利して思いをくらませてしまったのを、主はご覧になります。そして、エペソ人がこの世の神と結託していることに怒ります。さて、この問題に関してもっともっとたくさん付け加えられるでしょうが、もう十分です！覚えておいてください。教会が内面的に、また外面的に建て上げられる方法は、集会、大会、メッセージ、教え、運動のみによるのではなく、すべてを愛の中に浸すことによるのです。時には、講釈なしの純粋な愛だけが必要なこともあります。


  しかし――これを言う必要があるでしょうか？――この愛は深く十字架につけられている生活の実です。心がすべての人に向かって広くされるのは、ただ十字架を真実かつ適切に理解・認識することによります。「愛なき者に対する愛」。神が彼の教会を真に建造されるのは、十字架が高ぶり、個人的利益、野心、名声、利己心、神の御心全体よりも劣った事柄への関心の源を深く打った時だけです。教会は小羊の妻です。これは愛の問題です！この両者は一つです。教会は生きる目的を彼から得ます。教会は以前の個人的な関心や関係を離れ、彼らふたりは一体となります。


  「私たちもこの世にあって彼のようだからです」。この一体性は十字架によって造り込まれます。十字架により、死、葬り、復活、昇天において一つとされるのです。


  



  第７章 十字架と国々


  



  十字架が様々な関連で表現される第一の領域は教会であることを見たので、次に、この世の国々の間における十字架の地位に来ることにします。最初に認識すべきことは、神の御旨によると、十字架は教会を通して国々に達するのではなく、教会と共に国々に達するということです。十字架は教会から離れて宣べ伝えられるのではなく、教会が国々の間で十字架を現すのです。これは一枚の絵では示せないので、説明する必要があります。


  十字架につけられて復活したキリストを、使徒たちが国々の間で宣べ伝えたのは事実です。しかし原則として、彼らはこれを単独で行ったのではありませんでした。最低人数は二人という主の原則が、できるだけ忠実に絶えず守られました。使徒が孤立して一人だった数少ない機会には、たいていの場合、行き詰まりと務めや命に対する脅かしがありました。「からだ」の立場に基づいて教会を後ろ盾として前進するというこの団体的原則がありましたし、教会は二人以上の人が一緒になることを意味していました。これは、主が要求される方法はキリストを団体的に表現する方法であることを示していました。聖書では、二人は適切な証しを意味する数と見なされています。二人の人が神によってよく一緒にされましたし、「二人の証人の口によって」あらゆることが確立されました。これは一見するだけで簡単に証明できます。さて次に、「この王国の福音は証しのために全世界に宣べ伝えられます。それから終わりが来ます」と主は言われました。教会は証しと証言の器です。ですから、最低人数は二人です。その原則は、すべての国にキリストの団体的な表現と代表を持つことです。「福音を伝える（evangelize）」ことの最も深い意味は、宣べ伝えるだけでなく、もたらすことです。これはこの言葉に固有のものであり、キリストを国々にもたらすことを意味します。「（キリストによる神の）王国と統治というこの良い知らせは、証しのために国々の間に確立されなければなりません」。これがこの御言葉の意味でしょう。これは神の啓示のあらゆる基本原則と一致しています。


  



  （１）「地は主のものである」


  



  しかし、地は神に敵対する者によって席巻され、占領されてしまいました。神は追放され、簒奪者が地で王座につきました。これは両方とも、聖書の中に何回も述べられていますし、説明されています。


  洪水の後、清められて新しくされた地が現れた時、ノアとこの新しい創造の中核をなす者たちは、祭壇を建てて神に地をささげました。これは、「地は主のものである」と実質的に宣言する形でなされました。この証しはその地でなされました。普遍的権利が、その地で団体的な群れの中に、十字架を象徴するものによって確立されたのです。ダビデが簒奪者であるアブサロムによって正当な地位から追われた時、彼はザドクを契約の箱と一緒に送り返しました。ザドクとアビアタルは、「証しのあるこの場所は、ダビデが権利を有する地である」という事実に対する証しと共にそこにいました。教会はイエスの証しと共に、地を正当な持ち主のために、代理者として保持しなければなりません。


  



  （２）「万物は彼のために創造された」


  



  国々はキリストの嗣業です。「わたしに求めよ。わたしは国々をあなたへの嗣業として与え、地をその果て果てまで、あなたの所有として与える」。


  教会は群れであり、その中でキリストは嗣業の保証を得て、ご自身の権利を確立されます。この経綸に国々は救われないかもしれません。しかし、国々は証拠を渡します。そして、「御名のために国々から選び出された民」（使徒の働き十五章十四節）により、「すべての権利は彼のものである」と国々は宣言します。たとえ大きな動きはなくても、キリストのために地を確保することには意味があります。これは十字架の地位を示すものです。なぜなら、彼がこの世の君を追放されたのは、十字架によってだったからです。彼が地に対する道徳的権利を確立されたのは、十字架によってでした。彼が「天においても地においてもすべての権威」を与えられ、「あらゆる名にまさる名」を受けたのは、十字架のゆえでした。ただカルバリの勝利の力によってのみ、私たちはこの罪と悪魔に支配された世の中で自分の立場を保つことができるのです。


  次に、これが真実であり、団体的原則が効果的なものである以上、サタンの一つの狙いは、この御旨を挫折させて証しを損なうために、団体生活を破壊することです。イエスの証しに霊的に関係している最後の二人を分裂させるために、なしうることをすべてなし終えるまで、サタンは決してやめません。ですから、当事者たちの内に十字架の深い働きが必要なのです。それは、「この世の君が彼らの内に何も持たない」ためです。謙遜、柔和、自己を空にすること、主の誉れへの深い献身は、十字架の実です。私たちは教理、技巧、言い回し、「サタンは打ち破られた敵である」という標語で、サタンを対処することはできませんし、対抗することもできません。サタンは、キリストに明け渡されている、十字架につけられた男女によって対処されなければなりません。使徒の働きの書の中に、教会の団体的行動が見られます。国々の間でこの世に対して十字架につけられていない「教会」は、サタンを助けるものです。しかし、十字架につけられている群れは、サタンの王国に対する一大脅威なのです。


  



  第８章 十字架とサタンの王国


  



  前の章の最後で述べたことに続いて、支配たちや権威たち、この暗闇の世の支配者たち、そして天上にいる悪霊の軍勢の領域における、十字架の地位と意味に来ることにします（エペソ人への手紙六章十二節）。


  再び、私たちは次のことを心に留めなければなりません。すなわち、十字架がこの領域の中にもたらされるのは、教会にあってであり、教会によってなのです。教会の構成単位である個人がこの国を攻撃したり、それを覆そうという意図をもってその中に入ることは、常に危険です。キリストだけがこれをなしえます。すなわち、その征服者である彼に対してのみ、それは屈服します。繰り返しますが、キリストは団体的方法で示されます。この原則、その遵守・無視・違反と関係している、膨大な霊的歴史――輝かしい歴史と悲劇的歴史の両方――があります。これには頭首権の問題全般が含まれています。主は決していかなる個人にも、頭首権を預けたり、任せたりはされません。教会における独裁や個人支配は、教会の大原則――キリストの主権的頭首権――を積極的に破るものです。ですから、新約聖書の「監督」は常に複数形であって、決して単数形ではありませんでした。長老たち（複数）であって、長老（単数）ではありませんでした。権威に関するかぎり、それは団体的なものであって、個人的なものではなかったのです。


  これは、新約の方式を堅く守れば、その結果、キリストの頭首権がすべての支配たちや権威たちに対して絶大な威力を及ぼすことになる、という意味ではありません。歴史は反対のことを示しています。しかし、この失敗はこの原則が間違っていることを示しているわけではありません。それはただ、方式よりも霊的立場の方が重要であることを示しているにすぎないのです。


  しかし、私たちの主題について考えることにしましょう――この主題においては、そのような点は結果にすぎません。私たちが大いにはっきりしているべき包括的要点は次のことです。すなわち、十字架の究極的地位は、十字架の起源たる領域の中にあるのです。十字架は、被造物の支配権をめぐる宇宙的戦いのまさに中心に据えられているのです。


  



  被造物の支配権をめぐる宇宙的戦い


  



  ここでは、「宇宙的（Cosmic）」という言葉を「地を超越した」という意味で用いることにします。それは地球、地球の周りの天、そして彼方を含みます。これは時間の外側の永遠であり、一地域の外側の宇宙です。そこに、贖いを超えた十字架の一つの面があります。贖いは第一に、時間とこの世に関係しています。それは人の罪と永遠の滅びに関係しています。しかし、贖いはサタンのためでも、「自分のおるべき所を捨てた天使たち」（ユダの手紙六節）のためでもありません。前者に関して聖書が最後に述べているのは、彼が火の池の中に投げ込まれて「代々の時代に至る」（黙示録二〇章十節）ということです。（同じ句が、教会における神の栄光に関して用いられています［エペソ人への手紙三章二一節］。一方は他方と対をなしており、同じ期間続かなければならないのです。）堕落した天使たちについては、「大いなる日の裁きのために、暗闇の下で永遠の鎖につながれており」（ユダの手紙六節）、「地獄へと（中略）暗闇の穴（鎖）へと投げ込まれ、裁きのために（救いのためではありません）閉じ込められています」（ペテロ第二の手紙二章四節）と述べられています。


  被造物の支配権をめぐる宇宙的戦いについて私たちが話すのを聞いて、「無限の力強い永遠の神が戦いに巻き込まれるなんて、どういうことだろう。神は一言で、御腕の一撃でもって、ご自身の道を邪魔するものをことごとく消し去れないとでも言うのだろうか」と困難をおぼえる人がいるかもしれません。この知的困難を克服するには、創造は道徳的根拠に基づくことを思い出さなければなりません。創造において、神は道徳的条件をご自身に課されました。それゆえ、彼の就かれた地位では、道徳的根拠のみに基づいてその権威が働きます。ご自身の道徳的性質と一致する根拠を持つ時だけ、彼は救いのために介入されます。その根拠が明らかに手の施しようもないほど彼の道徳的性質に敵対している場合、彼の介入は裁きと滅びという結果になりましたし、これからもそうなるでしょう。神はご自身の道徳的完全性の根拠を御子であるイエス・キリストの中に用意して確保されました。そして、この根拠は御子を信じる信仰に対して与えられます。これが信仰による義の立場です。キリストと彼の中にある神の義を頑なに最後まで拒むなら、その人は別の領域に追いやられることになります。「こういうわけで、私たちは主を畏れることを知っているので、人々を説得するのです」（コリント人への第二の手紙五章十一節、この「畏れる」という言葉は強い言葉であり、実際には「恐れる」です）と使徒パウロが言った時、彼はこの領域のことを言っていたのです。権威と力をあわれみ深く行使するには、神はそれにふさわしい根拠を持たなければなりません。それと同じように、サタンも自分の権威を行使するには、自分の性質にふさわしい根拠を持たなければなりません。神からその根拠を取り去るなら、彼はあなたのために働くことはできません。神にその根拠を与えるなら、彼は動かれます。聖別による力の意義はすべてここにあります。「彼らの不信仰のために、彼はそこでは力あるわざをあまりなさらなかった」。同じように、サタンにその根拠を与えるなら、彼の権威が確立されます。彼の根拠を取り去るなら、彼は無力です。ですから、彼の王国を確立するための彼の狙いの一つは、堕落させることなのです。なぜなら、その時、神は救えないことを、彼は知っているからです。これは道徳的問題です。ですから、戦いが荒れ狂っています。この戦いは、職務上の個人的立場に基づく、ふたりの主権者の間の戦いではなく、義なる君主と不義なる君主のふたりの君主によって代表される、二つの道徳的秩序の間の戦いです。


  この方面で、十字架は贖いを超えて進みます。そして、悪の勢力が座を占めている領域で、十字架は教会を道徳的にも霊的にも権威ある立場に置きます。「十字架によって彼は勝利されました」。これは、十字架がサタンからその道徳的根拠を奪ったからです。


  教会は天的なからだです。これは、教会は霊的にも道徳的にもサタンの領域の外にあることを意味します。「暗闇の権威から解放して（中略）愛する御子の王国の中に移してくださいました」（コロサイ人への手紙一章十三節）。教会は霊的権威を持つために、分離・聖別する力である十字架のいっさいの恩恵に浴して立たなければなりません。サタンの一つの狙いは教会を堕落させることです。支配たちや権威たちに対する格闘（エペソ人への手紙六章十二節）は、物質的なものではありませんし、有利な立場を得るためでもありません。この格闘は「悪魔の策略」に対してなのです。この策略は二重です：訴えの矢のための拠点を得ることと――これは信仰による私たちの義や正しさの否定です――地的で肉的な聖くない立場へと堕落させ誘惑することです。このことから、用意されている武具の霊的・道徳的性質がわかります。


  教会は、救いと贖いの福音を、サタンの王国それ自体にもたらすわけではありません。ただ、サタンに捕らわれている人のもとにだけもたらします。それは、解放されるのかそれともサタンと共にとどまるのか、彼らに選択肢を与えるためです。悪の力に対して教会は立ちます。それは、十字架によるイエス・キリストの道徳的主権を表すためであり、彼にあって立つことにより権威を行使するためです。


  その立場はこうです。世界が造られる前に、神は一つのかしらの下に全被造物を集めることを決定されました。そのかしらとは御子でした。これは永遠のご計画の中で決定され、取り消すことも変更することもできないものでした。たんなる強制や機械的命令では決して最善に達しえないこと、そして、最善に達するには信仰、愛、積極的聖潔（受動的無罪性ではありません）が必要不可欠であることを、神はご存じでした。また、悪の誕生と破壊的な体系の働きを、神は予見しておられました。そこで、神はその体系に対して究極的に勝利するために、「世の基の前から（文字どおりには、世の基が据えられる前から）ほふられていた小羊」を備えられたのです。これはすべて予見されていたことでした。そこで、小羊は永遠から時間の中にやって来て、文字どおり――潜在的にではなく――ほふられたのです。この死により、悪の力の根拠は取り去られ、「万物をキリストの内に」という当初の御旨とのつながりが更新されました。教会――選ばれたからだ――は十字架のこの根拠に基づいて生み出されました。キリストは「万物の上にかしら」となるために「教会に与えられました。この教会はキリストのからだであって、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です」（エペソ人への手紙一章二二、二三節）。教会は出て行って、一時的な知覚できる世界の彼方に、サタンの霊の王国の中に、キリストの権利を打ち込みました。すると、効果があったのです！――しかし、それは霊的な天的立場から教会が落ちるまでのことでした。十字架は依然として教会の道徳的な戦闘斧であり、悪の体系は依然としてその投げ落とす力を感じることができます。教会は、


  　（１）十字架の意義

  　（２）十字架が教会に与える地位

  　（３）すべての武具を身につけて積極的に攻撃すること


  に応じなければなりません。


  私たちの目的は関連する問題を詳しく取り扱うことではありません。各々の問題はたやすく一冊の本になるでしょう。私たちが目的としてきたのは、キリストによる神の永遠の普遍的御旨全般における十字架の地位を指摘することです。


  私たちの図に示されている領域が、あと一つだけ残っています。しかし、その考察に移る前に、力は立場の問題であることを二重に強調するため、この章にさらに付け加えることにします。


  



  立場と力


  



  疑いなく、宗教団体の中で――特に福音団体の中で――今日もっとも頻繁に使われている言葉は「力」という言葉です。メッセージや祈りは、この言葉が基調をなしています。この言葉から発する動き、この言葉に向かう動きが常にあります。世界中どこでも同じです。


  知らない言葉で話される話や祈りを聞いていると、ある言葉がほぼ単調に繰り返されます。尋ねてみると、それはこの言葉であることがわかります。しかし、これは驚くにはあたりません。力の欠如や力の必要性は、様々な形であらわにされ、告白されています。神の民の間にいる霊的な思いを持つ人によって、直接的に謙遜に告白されるだけではありません。工夫や機知に富んだ宣伝、「人気取り」、組織、促しなどの仰々しい見せかけによっても暴露されます。こうしたことは悲しいことに、本来の意図とは別のこと、すなわち、いのちの欠如をより多く表しているのです。


  この問題をあらゆる角度から一般的に考察し始めるつもりはありません。基本的な一つの点だけを扱うことにします。これは聖霊を受けることよりも基本的なことです。この問題は聖霊との関連で扱われることはほとんどありませんが、この問題を扱わなければ、いかなる論文も確かに完全とは言えません。主は次のことを大いに明確にされました。すなわち、ペンテコステが到来するには、とても深くて力強いあることが起きなければならないのです。ペンテコステは原因であるだけでなく、実際の結果でもなければなりませんでした。始まりであるだけでなく、多くのことの結果でもなければなりませんでした。保証であるだけでなく、証印でもなければなりませんでした。ヨルダン川におけるキリストの油塗りに相当するものが彼のからだである教会の構成員の上に臨むには、彼の死の中へのバプテスマ、「罪の体」の葬りによる彼との結合が必要でした。彼の死は旧創造に対して扉を閉ざすことでした。最初のアダムは対処されて、もはや全く神の顧みや承認を受けない地位に追いやられました。彼は死んだと勘定されました。そして、包括的な「最後のアダム」だけが神の豊富を受けることになりました。いにしえの神の僕たちが油を注がれた時代、その塗り油に関してとても明確なはっきりとした指示が与えられました。この聖なる油は決して人の肉の上に塗ってはならず、それに似たものを造ろうとすることも禁じられていたのです。


  この油は常に聖霊の象徴です。そして、「肉」は「アダム」の古い堕落した性質の象徴です。十字架につけられていない男女の上に聖霊が臨むのを、神は断固として拒否されます。「彼の死に同形化されること」が、力に至る唯一の道です。力を求める私たちの動機は、すべて火によって試されます。私たちは個人的な影響力、人気、名声、威信、歓待、成功、示威、この世の王国に属するものを求めているのでしょうか？「自分の動機は全く純粋である」と私たちは思うかもしれません。しかし、前述したものの一つまたはすべてに対して死に、「人々からさげすまれ、拒絶され」、自分の名を悪しきものとして捨てられ、（見たところ）働きが本当に行き詰まる時、その時はじめて、なぜ神の働きの中で自分が地位を得ようとしているのか、その真の目的や動機に私たちは実際に直面することになります。内外のあらゆるものが死んで消滅することは、良い試験です。真に用いられた神の人の多くは、この道を行きました。私たちの肉の上に聖霊が臨むことを――それがひどい肉でも、洗練された魂的な教育された肉でも――神は許されません。ペンテコステが来る前に、カルバリがなければなりません。神の火が来る前に、祭壇と供え物がなければなりません。その供え物は、すべてが焼き尽くされる全焼の供え物でなければなりません。疑いなく、私たちの主の弟子たちは、彼らの主が十字架につけられた時、野心、期待、幻想、自信などに関して、完全な死を通りました。彼らは今後の人生で自分たちを支配することになるその死を深く味わったのです。彼らの見解、考え、「確信」、方法、価値観、判断基準、性質、気性、個人的影響力、そして生活全般が、その死の支配下に服しました。そして、彼らが死の中へと深くバプテスマされればされるほど、彼らはいっそう豊かに彼のいのちの中へと――自分のいのちの中にではなく――よみがえらされたのです。それぞれの経験は、以前の経験よりも危機的なものであり、決定的なものであり、恐ろしいものでした。「いったい何か残るものはあるのだろうか？」と、しばしば彼らはいぶかったにちがいありません。しかし、こうしていのちがますます豊かになっていったのです。例として、使徒の働き十章、コリント人への第二の手紙一章八～十節などを見てください。


  これだけが力を意味する当初の立場でしたし、今もそうです。個人であれ、団体であれ、天然のいのちの深い死から発したのではない力らしきものはみな、本物に似せて作られた油です。それは真の油ではなく、したがって、最も深い意味における神の油塗りではありません。しかし、この立場の問題には、さらなる要素があります。この世と肉の中にサタンは法的権利を持っていました。サタンが主張するこうした法的な権利や根拠を、キリストは対処しに来られました。それは、その根拠を滅ぼして、それらの権利をご自身で所有するためでした。彼の十字架――彼はこれをバプテスマの時に受け入れました――の光と力により、そして、予め定められていた神に選ばれた「この世の君」としての彼の地位に基づいて、キリストは神秘的な権威を持っておられました。この権威はあらゆる領域で承認され、常に他の権威の上に置かれます。ギリシャ語のエクスーシア（exousia）は、欽定訳では「力」と訳されており、改訂訳では「権威」と訳されていますが、もっと正確には「支配権」と訳されるでしょう。たとえばマタイによる福音書七章二九節で、この上位支配権が承認されているのを見てください。そこでは、この支配権が律法学者たちの支配権の上に置かれています。マタイによる福音書八章九節では、それは百卒長の背後にあるローマ帝国の支配権の上にあります。マタイによる福音書二一章二三節では、パリサイ人たちがこの神秘的な支配権を認識していたことを白状しています。この語は新約聖書の中に九十四回出てきますが、これはとても啓発的です。サタンはこの世の支配権を主張しました（ルカによる福音書四章六節）。その時、キリストは彼の主張を否定しませんでしたが、十字架に行き、「今、この世の君は追い出されます」と叫ばれました。そして、キリストはサタンとその主張の根拠をすべて対処し、勝利のうちによみがえって言われました、「天においても地においても、いっさいの支配権が私に与えられています。ですから、あなたたちは全世界に行って、福音を宣べ伝えなさい」（マタイによる福音書二八章十八、十九節、逐語訳）。


  この勝利の光の中で、そして、彼がこの立場をご自身の内に持っておられたがゆえに、彼は弟子たちに「見なさい、わたしはあなたたちに敵のあらゆる力（デュミナス、dunamis――原動力）に対する支配権を与えました」（ルカによる福音書十章十九節）と言われたのです。彼が人類のためにご自身でこの支配権を獲得された後――なぜなら、彼は神の子としてそれをご自身の内に持っておられたからです――彼は弟子たちに、「聖霊があなたたちの上に臨む時、あなたたちは力（デュミナス、dunamis――原動力）を受けます」と約束されました（使徒の働き一章八節）。「エクスーシア（exousia）」なくして「デュミナス（dunamis）」はありえません。すなわち、立場なくして原動力はありえないのです。


  神は、権威の立場にある人にだけ、ご自身の力の裏付けをお与えになります。キリストの死、葬り、復活、昇天、統治の中へと合併されておらず、これを現在霊的に経験していない人は、この立場にはありません。十字架によるキリストの支配権は、彼のからだの構成員たちを通して、共同で機能しなければなりません。キリストは支配権を持っておられます。あらゆる点で彼との一体化を受け入れてこれを主張するとき、そうして、彼の勝利が承認されていないあらゆる領域で、敵の原動力に対するあの権威の使者となるとき、私たちは彼の中へと合併されます。御霊による生活により、私たちは上からの――「かしら」からの――指示を識別して受容することができますし、次に状況に命じて敵の働きを活動停止させることができます。新約聖書の中の「破壊する」という言葉は、「活動停止させる」を意味します。これは「悪魔の働き」と関係しており、カルバリの立場に基づいて「彼のからだである教会」により漸進的に実現されます。これは通俗的な悪魔払いではありません。なぜなら、私たちの中で、また私たちを通して、聖霊が主導権を握られる時だけ、それは効果を発揮できるからです。私たちは聖霊の「力づけ」を経験しなければなりません。疑いなく、聖霊が使徒たちや最初の弟子たちに証印を押して油を塗られた理由は、彼らが勝利の主と絶対的に結合されていたこと、そして、彼らが自分たちの法的権威――人々に対する権威ではなく、サタンとその王国に対する権威――を認識していたことでした。ガラテヤ人への手紙二章二〇節は、永遠に状況に対する鍵なのです。


  



  第９章 十字架と天、「あらゆるものを遙かに超えて」


  



  おそらく、聖書の中で最も神秘的な御言葉の一つは、「エペソ書」（三章十節）でパウロが述べた次の御言葉でしょう。


  
    「それは今、天上にいる支配たちや権威たちに、神の多種多様な知恵を、教会を通して知らせるためです。」

  


  これは少なくとも、使徒がとても特別な啓示を受けたことを意味します。なぜなら、これは研究や理屈や推測では決して達しえない事柄の一つだからです。それがいったい何を意味するのか、私たちにはわかりません。しかし、私たちはあることを見ることができます。


  第一に、この支配たちや権威たちはエペソ書六章に述べられているものと同じである、とは信じがたいことがわかります。主が彼の多種多様な知恵をどうして悪の勢力に示すことを願われるのか、その理由を理解するのは実に困難でしょう。万有に及ぶ彼の御旨は、彼の栄光を宇宙に表現して拡散することであり、それは彼が崇敬、驚嘆、驚きに満ちた喜びのうちに礼拝されるようになるためです。このことから、私たちはこの御言葉に対する鍵を得ます。この箇所では、キリストと共に天上に座らされているものとして教会が描かれています。教会は悪の勢力の領域内にあるのではなく、彼らを超越しており、天使の軍勢の間にあります。そこでは、知的存在者たちは神の知恵と能力を絶対的に確信していますが、それにもかかわらず、教えを受けることができ、学ぶことができます。彼らは、サタンの妨害と人の共謀によって引き起こされた、言語を絶する巨大な途方もない問題を知っています――それは、人の引き裂かれて歪曲された性質の問題であり、その結果生じた、人に対するサタンの力と人自身の完全な無力さの問題であり、罪、敵意、憎しみ、高ぶり、自己中心、戦い、死などの問題です。これは山のように積み重なった問題であり、神はこれに答えなければなりません。「神はこれに答えることができる」と彼らは確信していますが、神がいかなる方法でお答えになるのかはわかっておらず、息を呑んで見守っています。彼らは、神が答えを盛る器である教会を見つめています。教会の中には様々な人がいるので、教会の構成員の気質、気性、性質、傾向は、人間的には多種多様です。生来の彼らの内には、堕落のあらゆる結果や影響が見られます。次に、恵みが働き始め、彼らを召し、彼らを選び、彼らを救い、彼らを聖別し、彼らを変えます。そのため、彼らは全く「生来の性質に反して」進むようになります。彼らはもはや、以前していたことをしません。彼らは以前なら決してしなかったことをします。恵み、恵み、恵み！これが毎日働いて、発達します。この言葉は「エペソ書」の中に何回も出てきます。その栄光に満ちた結果は、「それは神が、キリスト・イエスの中で、私たちに対する彼の恵みの卓越した富を、来たるべき時代に示すためでした」（二章七節）です。ですから、教会とその構成員はあらゆる種類の試みや試練――迫害、非難、逆境、悲しみ、孤独、失望、肉体的苦難、挫折など――の中を通ります。そして、神の恵みによる応答は、神の恵みがない場合とは全く別のものなのです。


  物事がその永遠の価値や正当な意味にしたがって認知されるその所では、この「神の多種多様な知恵」のゆえに、支配たちや権威たちは神を礼拝し、ほめたたえます。そして、教会はこのような形で主に仕えるため、彼の栄光にあずかって、「神の栄光をもって天から」下るよう定められています。十字架がこれとどう関係しているのかは容易にわかります。最初に、十字架は神のために器を確保します。次に、原則として徐々に、十字架は力を与えて、彼の栄光に敵対して働くものをすべて片づけます。十字架は、勝利のうちに耐え忍ばれたあらゆる失望と、柔和に忍ばれたあらゆる逆境の中心です。


  宇宙を満たした問題に対する十字架という偉大な答えのゆえに、天使たち、大天使たち、天の万軍は、十字架を考案された御方をあがめます――この御方の計り知れない知恵は、「イエス・キリスト、十字架につけられた方」によって表されたのです。


  ダイヤグラム（英語版）
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  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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